
跡

跡

跡

遺

遺

１

　

２

第

第
鵬
原

減
形
力ヽた
形

や
屋
や
屋

い
椎
い
椎
城
上 の

県営農地保全整備事業時屋地区に

伴 う埋蔵文化財発掘調査 報告書

1996

宮 崎 市 教 育 委 員 会



減
形
力ヽた
形

や
屋
や
屋

い
椎
い
椎
成
上

県営農地保全整備事業時屋地区に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

の

跡

跡

跡

ヒ退
　
迫退

遺

１

　

２

第

第
脇
原

椎屋形第 1・ 第 2・ 上の原遺跡

1    9

崎 市 教

9   6

育 委 員



序

宮崎市は、第 2次宮崎市総合計画 (昭和 61年度から平成 12年度
ィ

の中で、「活力

とうるおいのみちた文化の香り豊かなまち・・・みやざき。・・」を目標とする都市

像としております。その都市像を構成する基本目標の 1つ として「活力と魅力にみち

たまち」を掲げ、ほ場整備、用排水路整備、農道整備、農地防災等の農業生産基盤の

整備を実施しているところであります。

これらの整備の一環として、平成元年度から、宮崎市と清武町にまたがる時屋地区

において、県営農地保全整備事業が行われておりますが、この地区内には埋蔵文化財

の包蔵地が数多く存在しています。これらの埋蔵文化財の取扱いについては、十分協

議を重ね、文化財保護に対するご理解とご協力をお願いしているところでありますが、

工事により上むを得ず消滅するこれらの埋蔵文化財については、事前に記録保存が必

要となり、平成 3年度から5年度にかけて「椎屋形第 1遺跡」「椎屋形第 2遺跡」「上

の原遺跡」の発掘調査を実施いたしました。

本書は、これらの発掘調査記録であります。調査の結果、旧石器時代、縄文時代草

創期・早期、弥生時代中期～後期の遺構と遺物が多数確認され、当地の歴史を解明す

る上で重要な資料を得ることができました。

本書が、地域歴史の正しい認識と理解、文化財保護思想の普及の一助となり、さら

に学術研究の資料としてご活用いただければ幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査に際しましては、地元の方々をはじめ、関係者の皆

様には一方ならぬご尽力を賜りました。皆様に紺し、心より厚く御礼申し上げます。

平成 8年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 稲  倉 知を
ボ
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本書は、宮崎県中部農林振興局が宮崎市大字細江～宮崎郡清武町大字船引に計画 した県営

農地保全整備事業時屋地区のほ場整備に伴 う事前調査 として、宮崎市教育委員会が実施 した

椎屋形第 1遺跡・椎屋形第 2遺跡・上の原遺跡の発掘調査報告書である。

2 本書に使用 した位置図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1図 をもとに作成 し、周辺地形

図等は中部農林振興局作成の千分の 1図 をもとに作成 した。また、掲載 した遺構図等 は各調

査員が発掘作業員及び県文化課職員の協力を得て主に実測 し、一部測量業者等に委託 した も

のについても各調査員が訂正加筆 し補正 している。

3 遺物・図面等の整理は、宮崎市歴史文化館及び宮崎県総合博物館埋蔵文化財センターで行

い、掲載 した図面等の作成は、各調査員が整理補助員等の協力を得てこれを行った。

4 各遺跡におけるテフラ分析等自然科学分析は、有限会社 古環境研究所に委託 した。

5 本書に使用 した方位は主に磁北 (M.N。 )であ り、位置図など一部は座標北 (GoN。 )で あ

る。また、本書では、掘立柱建物跡をSB、 竪穴住居跡等をSA、 土坑をSC、 周溝状遺構

をSL、 集石遺構 をSIと 表示 している。土器の色調や土層については、農林省農林水産技

術会議事務局監修「新版標準土色帖」に準拠 した。石材同定は、主に宍戸 章氏の御教示 に

よる。

6 本書に使用 した写真は、航空写真を株式会社 スカイサーベイに委託 したほかは、各調査

員が撮影 した。

7 本書の執筆は各調査員が分担 して行い、編集は共同で行った。文責は、本文 目次 に明記 し

ている。

8 遺物・図面等は、宮崎市歴史文化館で保管する予定である。

例

|
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第 I章 はじめに

第 1節 調 査 に至 る経緯

県営農地保全整備 (特殊農地保全整備)事業時屋地区は、宮崎市から清武町にまたがる約60haの 広大

な地区を対象に、県中部農林振興局が平成元年に採択、実施中の事業である。事業内容は、南九州特有

のシラス台地でのほ場整備及び畑地潅漑、道 。排水路の設置が中心となっている。

文化財の取扱いに関しては、事業採択の平成元年10月 に中部農林振興局長名で県教育委員会文化課に

文化財の所在の有無について照会があり、同課では同年12月 に地区内に12カ 所の遺物散布地が存在する

ことを回答している。その後、平成 3年 1月 には県文化課により椎屋形地区の東半部分の確認調査が実

施され、協議の結果、切上部分については事前に発掘調査を行い記録保存の措置をとることとなった。

文化財保護法第57条の 3の工事の通知は同年8月 29日付で提出され、同9月 13日 付で発掘調査の指示が

なされている。宮崎県の場合、県営ほ場整備事業に伴う発掘調査は原則として市町村教育委員会が調査

主体となって実施している。そこで、県文化課と宮崎市教育委員会文化振興課とで協議を行ったが、市

文化振興課が当時多大な量の発掘調査を多く抱えていたことから、宮崎市教育委員会が調査主体となり、

県文化課から調査員を派遣して調査を実施することとなった。

ほ場整備事業は、椎屋形地区の東半部分が平成 3年度に、西半部分が平成 4年度に、谷を越えて東側

の上の原地区が平成 5年度に実施され、これら宮崎市内部分のほ場整備に伴う発掘調査は、同様の理由

で宮崎市が調査主体となり県の派遣職員が調査を実施するという体制で行われた。

なお、平成 6年度以降は、遺跡が宮崎市と清武町とにまたがることから、両市町と県とで協議を重ね

た結果、県教育委員会が調査主体となり発掘調査を実施している。

宮崎市内部分の発掘調査は、中部農林振興局と設計を担当した宮崎県土地改良事業団体連合会等を含

め、いくたびか遺跡の保護と調査面積の減のための調整をはかった結果、椎屋形地区の東半部分の椎屋

形第 1遺跡が平成 3年 10月 31日 より平成 4年 2月 10日 まで延64日約4,500ド を調査、西半部分の椎屋形第

2遺跡が平成 4年 10月 15日 より平成 5年 2月 12日 まで約4,500∬ を調査、上の原地区の上の原遺跡が平成

5年 6月 14日 より平成 5年 9月 14日 まで延46日約4,200m2を 調査して終了した。この間、地元土地改良区

には、作付けの調整や休耕措置等多大な御協力をいただいた。

第 2節 調査 の組織

調査の組織は、次のとおりである。

調査依頼 宮崎県中部農林振興局

長 中山康行 (平成 3～ 4年度 )、 長友士郎 (平成 5年度)

調査主体 宮崎市教育委員会

教  育  長 柚木崎 敏 (平成 3～ 5年度 )

教 育 局 長 河野  喬 (平成 3～ 4年度)、 伊豆凱夫 (平成 5年度 )

文化振興課長 瀬戸口 遵 (平成 3～ 5年度)
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調査総括

庶務担当

調査担当

同 課 長 補 佐 森本菱子 (平成 3～ 4年度 )、 白坂具士 (平成 5年度 )

文化財係主幹 野間重孝  (平成 3～ 4年度)

文 化 財 係 長 井手上仁悟 (平成 5年度)

同  主  事 井上治美  (平成 3～ 5年度 )

宮崎県教育委員会

文化課主任主事 菅付和樹 (平成 3年度)

同 主   事 長友 (現 重山)有卜子 (平成 4～ 5年度 )

同 主   査 面高哲郎 (平成 3年度)

同 主   査 石川悦雄 (平成 4年度)

同 主   査 菅付和樹 (平成 5年度)

時屋土地改良区理事長 ほか同土地改良区の皆さん、宮崎県農業

開発公社                                     |

調整担当

調査協力

第 3節 遺跡 の位 置 と環境 (第 1図 )

宮崎平野の南西部には、鰐塚山系から延びる丘陵地帯と浸食の進んだシラス (入戸火砕流)台地が展

開している。これらシラス台地の近くには、大淀川をはじめ清武川、加江田川など日向灘へ注ぐ大小河

川があり、また、台地縁辺の崖や浸食小谷には所々に湧水点があるなど、台地の上は遺跡の立地上都合

がよい。

時屋地区遺跡は、これらシラス台地のうち、清武川に臨む左岸台地上の椎屋形地区と上の原地区に位

置する遺跡の総称である。このうち、椎屋形地区の台地は北側が丘陵地帯へと続き、その南東斜面側に

椎屋形第 1遺跡A地区が、谷を隔てた南側の月ヽ舌状台地にB地区がそれぞれ立地している。同遺跡の西

側には、圃場整備工事中に確認できた縄文時代早期の遺跡が続き、その西端に椎屋形第 2遺跡が立地し

ている。また、同第 1遺跡の東側、小河川を隔てた上の原地区の台地は、北側に丘陵地帯を負い南東方

向へと広がる広大な台地となっており、西端部の上の原遺跡をはじめ上の原第 1遺跡 (縄文時代・弥生

時代 。古墳時代の遺物散布地)、 同第 2遺跡 (縄文時代・弥生時代の遺物散布地)、 白ケ野遺跡 (縄文時

代・弥生時代・古墳時代・中世の遺物散布地)な ど十数力所の遺跡がを点々と存在している。この台地は、

台地上にも湧水点が見られ、規模の大きい遺跡も見られる。平成 6年度に県教育委員会が発掘調査を実

施した上の原第 2・ 第 3遺跡は、縄文時代後期の竪穴住居跡群や土坑群、古墳時代前期の竪穴住居跡群、

中世～近世の掘立柱建物跡群など多量の遺物とともに多くの遺構が検出されている。
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第Ⅱ章 椎屋形第 1遺跡の調査

第 1節 調査 区の設定 と調査 の概要 (第 2図 )

椎屋形第 1遺跡は、当初の分布調査の際、北側の畑地で弥生土器が数点表面採集されたほか、南側の

谷を隔てた畑地では、焼石が散乱しているのが確認された。その後の試掘調査では、遺構が検出されず、

また、ゴボウ栽培のためのトレンチャーという機械による深耕が進んでいたこともあって、遺跡として

は残存状況の悪い小規模のものと判断されていた。また、この遺跡の発掘調査は、時屋地区圃場整備事

業の初年度でもあり、次期作付けと工事との兼ね合いから調査期間を3カ 月間に限定されて発掘調査に

着手した。遺跡の所在地は、宮崎市大字細江字権屋形4988ほかである。

調査は、便宜上、北側の畑地をA地区、南側の畑地をB地区として、地形に合わせてそれぞれ南北方

向を北からA～ F、 東西方向を西から1～ 13と グリッド設定した。そして、A地区から開始したが、表

土を除去してみると、思いがけず畑地の南側を中心に弥生時代の竪穴住居跡など多数の遺構が検出され

たため、これに期間の多くをとられることになってしまった。

B地区は、調査期間の関係から途中で並行して行うことにした。また、その間、A地区の調査中に北

側の農道下で縄文時代草創期の隆帯文土器が出土しているのを発見、弥生時代の竪穴住居跡等から縄文

時代早期の遺物も確認されていたが、とりあえずB地区の調査を切り上げて残されたわずかな期間を草

創期層の調査に費やした。

調査の結果、A地区では、縄文時代草創期の隆帯文・爪形文土器、打製石鏃などの遺物と集石遺構 2

基 (未調査 )、 早期の前平式上器・打製石鏃ほかの遺物と集石遺構 1基 (未調査 )、 弥生時代中期末～後

期初頭頃の竪穴住居跡19軒・同時期と思われる掘立柱建物跡 6棟 。周溝状遺構 1基・土坑 2基が発見さ

れた。土坑のうち 1基は、大甕片を再利用した箱式石棺状の施設を2段掘りの上坑に納めたもので、墓

と考えられるものである。また、B地区では、かなリトレンチャーによって破壊されていたが、縄文時

代早期の集石遺構が17基 と該期の遺物が確認された。

第 2節 調査 の記録

1 層序 (第 3図 )

椎屋形第 1遺跡での基本的な層序は、第 3図のとおりである。このうち、Ⅳ層が縄文時代早期包含層、

Ⅵ層が縄文時代草創期包含層である。また、V層のパミス (黄色・橙色軽石)は、後述のテフラ検出分

析結果より、霧島火山新燃岳起源の霧島一瀬田尾軽石 (約 9,000年前)の可能性があるとされ、Ⅷ層・Ⅶ

層の黄色パミス (橙色・黄色軽石)は、霧島火山韓国岳起源の霧島一小林軽石 (約 1.6～ 1.55万年前より

新しく約1.0～ 1.1万年前の薩摩テフラよりも古い)の可能性が考えられている。

なお、今回、基本層序の再検討を行ったため、後述の分析結果報告と層順に皿締が生じた。分析結果

のV層力S今回報告のⅦ層に相当し、Ⅳ層日の車創期層がⅥ層に、Ⅱ層目の瀬田尾軽石を含む層がV層 に

相当する。
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2 A地区の調査

1 縄文時代の遺構と遺物

A地区では縄文時代草創期と早期の遺物が確認されているが、前述のとおり弥生時代の遺構の調査に

時間を取られた結果、草倉1期包含層については約200ポのみの調査、早期包含層については殆ど未調査

のままとなってしまった。遺憾ではあるが、分かり得た範囲で報告する。

(1)草創期 (第 4図 )

A地区北端の耕作により削平された箇所より隆帯文土器が発見された。そこで、わずか9日 間ではあつ

たが、草創期層の調査を実施した。調査は、発見箇所から傾斜に沿つて南側を中心に、比較的出土量が

少なくなる範囲までの包含層を約200∬掘り広げるにとどまった。遺物の収集力S中心になり、途中検出さ

れた集石遺構 2基はその位置を記録したのみである (第 6図平面図中のアミがけ部分 )。 ただ、土層断

面確認 トレンチ内で検出した 1基は、第 3図中に断面が記してある。下の a層 は集石遺構の上坑部分と

見られ、径が1.lm、 深さ17cm、 集石部分の径は約0。 9m、 厚さ15cmを測る。上坑埋土中には炭化物が含

まれる。

包含層は草創期単純層である。調査範囲の南端で早期の前平式上器の胴部片と思われる条痕文土器が

出上したが、これは早期層の残存部分での出土である。遺物は、調査区の中央にやや纏まりがあるもの

の、ほぼ全面から出上している (第 5図 )。 調査区外にも広がることは間違いない。地形的に傾斜地で

あるため、遺物も北から南へと傾斜して堆積している。遺物の垂直分布を第 5～ 6・ 10図 に掲載 したの

で参照されたい。

遺物のうち土器は、その多くが無文の胴部片である。有文部分は殆ど口縁部周辺に限られており、わ

ずかに 1点底部片に二枚貝の押圧文が見られた (第 9図63)。 また、口縁部でも無文の上器片 も見られ

た。有文口縁部は、少量の明らかな隆帯をもつ土器と多くの爪形文土器とが見られる。同一佃体や無文

部分を除く主なものを第 7～ 9図に図示した。特徴等は表 1～ 2を参照されたい。また、そのうちの主

な土器の水平・垂直分布を第 6図に掲載した。図中の記号の違いは、土器の文様の特徴などで簡単な形

態分類を行って表したものである。

▲は、第 7図 1～ 4の粘土紐指押さえによる爪先圧痕が見られるいわゆる県南部串間市の西ノ園遺跡

で出上したタイプの上器 (I類 )。

△は、5の無文の三角隆帯をつける土器 (Ⅱ 類 )。

回は、8～ 10の粘土紐を指先で挟みながら押さえつけて三角隆帯をつくる土器 (爪先圧痕はわずかに

見られるのみ。Ⅳ a類 )。

■は11～ 18(17も 同様か)の近接した隆帯上に爪形文 (爪先圧痕文)が見られる土器 (□ と同じく摘

まんでいるが、より爪先圧痕が意識的に見られる。Ⅳb類 )。

●は、19～ 35の爪先圧痕を文様 (爪形文)と して施文する土器で、19～ 24は粘土帯を薄 く貼 り付けた

上に施文したと思われるもの、25～ 35は粘上のたるみや貼り付けた痕跡と思われる浅い窪み、若干

の肥厚などが見られる土器である (Va類 )。

Oは、36～ 45の器面にそのまま爪形文が施されたと考えられる土器である(Vb類 )。 41は 口唇部にわ

ずかに筋状の窪みが見られたが、粘土帯貼 り付けかどうか不明であったためここに入れた。

Ⅲ
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このほか、6～ 7は隆帯に棒状工具痕が見られるⅢ類、46～ 47は Vb類、48～ 50は 口唇部に太めの刻

みをもつVc類、51～ 52は無文口縁部のⅥ類とし、底部は、比較的角張った平底の56～ 57・ 63を Ⅶ a類、

丸つこい平底の58～ 62を Ⅶb類 と分類する。これらの上器のうちⅣ・V類は宮崎市南部の堂地西遺跡B

区で類似のものが出土している。

以上、大きく隆帯文と爪形文の上器があるが、垂直分布図からは層位的に分かれるような状況はつか

めない。これらの器形はバケツ状の深鉢形と考えられ、底部は早期初頭の前平式系土器の角張つたはつ

きりした平底と違いやや丸みのある平底となる。また、34・ 54～ 55の ように焼成後の穿孔が見られる土

器片もあるが、前平式系土器などに見られるという楕円形の穿孔とは異なる円い穿孔である。

石器では、用途不明のシラス起源の溶結凝灰岩や焼石、黒曜石のチップが多く見られた中、表 3に示

すような石器が出土した。磨石状の表面が磨れた石器は見られるが、明らかに石皿と呼べるものは出土

していない。また、打製石鏃の数の多さが注目される。流通品としての黒曜石では、比較的気泡の多い

ものが多く見られ、早期以降よく出土する大分姫島産の白っぽい黒曜石は 1点 も出土していない。この

ほか、早期以降、通常は、丸いツルツルの磨石として流通する県北産の尾鈴山酸性岩類は、ここでは打

ち欠いたスクレイパー状の製品として出土した。このほかの石材は、周辺でも手に入りやすい砂岩等が

多い。このうち、主なものを図化した (第11～ 12図 )。 また、その水平分布と垂直分布を図示する (第

10図 )。 土器同様に北から南へと傾斜した堆積状況を表している。図中、打製石鏃は■で示した。

(2)早期

A地区では、草創期の調査区の南端上層と弥生時代の遺構埋土から早期の遺物が出土している。早期

の遺構は、前述のとおり集石遺構が 1基、草創期調査区の北西端部上層から検出されている。しかし、

調査期間の関係で範囲を記録するにとどめたのみである。このように早期包含層については未調査であ

るが、このA地区の西側で圃場整備の工事が進行する中、掘削された法面及びその下で早期の土器片を

採集した (第 2図参照 )。 A地区に隣接する地区でもあり、A地区出上の上器と併せて図化し説明する。

第13図 1～ 4は 、斜方向の粗い貝殻条痕文が施された前平式上器の胴部片で、草創期の調査区から出

上した上器である。内面調整は、2がナデ、ほかは縦方向のヘラミガキである。2は 、上部に焼成後穿

Tしが見られ、外面浅黄橙色、内面にぶい黄橙色を呈する。 1は内外面淡黄色、3～ 4は外面淡黄色、内

面は灰色または灰白色を呈する。 5～ 6は、弥生時代の遺構埋土中より出上したもので、5は塞ノ神式

上器の口縁部、6は平棒式上器の胴部片と考えられる。5は、日唇部に浅い押圧刻み、外面に 3条の沈

線文を施す。内外面ともナデ調整で、にぶい黄橙色を呈する。SA7出土。6の外面は上に刺突列点文、

その下は結節縄文が見られる。内面縦ナデ、内外面とも橙色を呈する。7～ 16は 、西側の工事区で採集

したもので、16を除きいずれも外面に粗い貝殻条痕文を施した前平式上器と考えられる土器片である。

口縁端部の文様は、いずれも貝殻腹縁によると思われる押引文 (8)、 短い条痕文 (7・ 11・ 12)、 連続

刺突文 (9・ 10)である。ただ、7は クシ状の施文具と言つた方がふさわしいかもしれない。口唇部の

調整は、■がヘラミガキ、そのほかはナデもしくは丁寧なナデである。内面調整は、7,9。 11～ 13・

15がヘラミガキ、 8・ 10。 14が丁寧なナデである。丁寧なナデの中には、ヘラミガキの単位が分からず、

摩耗して光沢も失われたものを含んでいる可能性があるも色調は、それぞれ 7が内外面ともにぶい黄橙、

8は外面にぶい橙、内面にぶい黄橙、9は内外面とも橙、10は外面灰黄褐色、内面にぶい黄橙、■は外

-8-
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表 1 椎屋形第 1遺跡A地区 縄文時代草創期土器観察表 (1)

様文 整調

色 調

胎 上 の 特 徴 考備

外 器 面 内 器 面

1
口緑蛸部の肥厚帯に棒状工具による押圧刻み。その下に薄く粘上帯を賠

付け押さえている。押さえた間の高い紛 に爪洗状の圧痕文が見られる。

外器面は斜方向の粗いナデ (擦痕や指頭

IEAの浅い窪み力現 られる)内器面は嶺

ナ元

橙 にぶい黄橙
llm以下の褐色・ 白色・黒色の

航切粒を含む。
'解

面に薄くススが付着。

輔 には丼 MttV着。

2
口縁部に薄く粘土帯を貼付しその上に指顕によると思われる連続押圧。

粘土帯上には爪舟供の圧痕胴部には爪先の圧涙状の浅ヤ増 み力現 られるで

辮 面は検又は斜め内面は横方向のナデ。

再面口縁部付近に指頭痕状の窪み力=見 ら
にス^

種 にぶい黄橙
llm以下の淡黄色及び白色不透

明な鉱肋粒を含む。

ET部は粘止帯の接合部で

削離している。

3
口縁端部とその下に薄く粘土帯を貼付し端部は俸状工具により押旺刻み

下部は指頭によると思われる押圧で爪洗状の圧痕が見られる。
外器面はナデ(内器面は横ナ/. 褐 にぷい黄褐

lm以下の淡黄色や白色及び半

透明な鉱物粒を含む。

4
口縁端部とその下に薄く粘土帯を貼付 し端細 よ欄だ口謝こより押厩刻み

下部は指先によると思われる上～下方向への押圧で爪洗状の圧痕力我 る(

のナアで指頭痕と思われる浅い窪みが見
らヤしる。

褐 にぶい黄褐
1画以下の淡黄色及び白色半透

明や不透明な鉱物粒を含む。
3と 同一個体か。

5 口縁部に3条

"
内外面とも横ナえ 橙 にぶい黄後

lmm以下の自色や赤褐色、黒色

及び透明や半透明の鉱物粒を含

む。

6
口縁部直下に貼付突帯文ぉその上部側に断面円形の碑状工具による刺揆

丸
内外面とも横ナデ。 にぶψ逍 にぶい黄橙

llm以下の淡黄色、自色及び透

明なaIWを含tr。

7
口唇部に様掟島印こよる斜めの押旺刻み。口緑直下t蜘 を施 しが

方向の爪先状圧腹とそれに交差する枠状工具による押匠刻み。
内外面とも横ナ/s 糧 にぶい糧

l mm以 下の自色、黒色、灰色半

透明及9電朔な鉱初粒を含む。
轄 面に薄くスス付着。

8
口縁部に摘まみながら押さえたと思われる 1条の隆常文と隆帯下部には

帥 圧痕、上部には,肥樹惣味見し堰 痕文が見られる。

内外面とも横ナデ。内器面には指頭圧痕

状の浅い篠み力多 く見られる。
にぶい黄橙 にぶい黄橙

1画以下の白色、黒色の岩片や

透明な婉 嚇 を含む。
器語画口脚 にスス備 。

9
口縁部に指頭により補まんで押さえたと考えられる画面三角形の醜

口縁蛸部の肥厚部分の下と隆帯上に指顕圧痕と思われる浅い窪み力碗 る。
内外面とも横ナ元 灘 醜

1画以下の白色、黒色、透明な

助 を含む。

外器面に少しスス付着。接

合面で剥脇

Ю
口緑部直下の 2条の隆帯の両側を指頭により右から左方向へと摘まみな

がらの押さえ。口縁端部肥厚部の下に爪先状の圧浪がわずかに見られる。
内外面とも検ナデ。 にぶい黄種 にぶい黄糧

llm以下の自色、黒色、透明な

助 粒を含む。

口編鮒部にヘラ状工具によ

る刻みが 1カ所。

11
口縁端部に間隔の広し岬 旺刻み (ヘラ状工具)。 その下の 2条の貼付け

隆帯は親指と人差し指で摘まんだと思われ、爪先状の圧痕力現 られる。
内外面とも横ナえ にがし進 にぶ!鴻

1国以下の白色、黒色、透明な

助 を含む。

2条の貼付隆帯の両側に拍先で摘まんだような爪先献の蟻
内外面とも検ナえ 内器面には指頭圧痕

状の浅い歯み力現 られる。
橙 にぶい褐

1画以下の自色、黒色、透明な

鉱物粒を含む。
外器面に少量のスス付着。

貼付隆帝の両側に爪先による羽状の圧痕文。指先で摘まんだものと考え

られる。
内州両とも検ナデ。 にぶい黄褐 にぶヤ璃

1面以下の自色、黒色、透明な

動 を含む。

盟
ヨ縁端部直下に縦方向の連続入畑コ施塩 その下に2条の賠付隆帯文。

鮪 上は両側に爪先による羽状の圧痕文。指先での摘まみと考えられる。

勺外面とも横ナデ。ともに指頭圧痕状の

曳い窪みが多く見られる。
舗 暗灰黄

1的以下の白色、半透明の鉱物

粒を含む。

口唇部に浅ヤ岬 圧刻み (爪先か )。 その下に2条の接した隆帯文。隆帯

上は両側を拍先により摘まみ、上側は爪先圧痕力顎 著である。

内外面とも横ナア。外器面には指頭圧痕

と思われる浅い窪み力現 られる。
鑢 種

lm以下の (乳 )自 ・黒色、透

明な鉱物粒、 3 mmの赤褐色岩片

を含む。

日唇部麒棒状の工具による押圧刻み。下には断面三角形の 3条の隆帯を

賠付け上側にのみ爪先の圧痕文。圧痕は 2条の隆帝に跨つて見られる。
有外面とも横ナ/. にぶψ璃 にぶい褐

1画以下の自色、黒色、透明な

解朔切兒つЧ妬等を含む。

外器面にスス付着。最下即

の齢 は圧赫働靭 北監

17
口唇部付近に摘まみによると思われるごく浅い羽肋 圧痕文。その下に

唐約セカ剤 離した測 婦 現 られる。
勺外面とも横ナデ。 橙 糧

l mm以 下の自色、黒色、透明な

鉱物粒を含む。

口縁靖部付近に薄くスス付

着。

近接し重なるよう円階付された 3条の粘土帯に爪先による羽快の圧脱

破片の口唇部両側に押旺刻みの一部と見られる箇両ηあ る。
内外面とも横ナえ 糧 橙

1画以下の自 黒色、透明な鉱

燥 、4～ 2 ml大 の褐色岩片を
含む

^

粘土帝貼付けによると思われる肥厚部に■ 卜から施文した3列の猟諺鬼

内外向とも額ナデ。四器Hに濶環猥休の、

外器面には指ナア状の浅い窪みが見られ にぷい黄橙 にぷい黄橙
l IIn以 下の自色、黒色、透明な

醜 を含む。
聯 面にスス付着。

劉 口縁部に薄く粘土帯を貼付けその上に左上から施文した 2列の聰 内外面とも横ナデ。 にぶψ璃 蠣
lm以下の自色、黒色、透明な

動 を含む。
外器面にスス付着。

魅付けと考えられる低ψ瑞 上帯に左上方から施文した爪形文が 2列。粘

土帯の下は強い 1条の横ナアで回線文状になる。

内外面とも被ナ/.内器面には指頭痕状

の浄 鬱 力現 られる。
にぶい慢 橙

1画以下の日・黒色、透明なaX

婉 、3～ 51mの赤褐色岩片を

きむ。
外器面にスス付着。

コ唇部に爪洗を押引きした様な浅い押圧刻み。日縁部は薄く粘土帯を貼

寸け文様帯を作 り、その上に■ 卜からの 3列のア膚胸塩

内外面とも検ナ紳 圧痕状の浅い窪

み力現 られる。口緑蛸部は指押さえ状の

扉進^

にぶV瑣 にぷい黄褐
llm以下の透明、自色、黒色の

出

"桂

を含む。

下端部は粘土組の接合痕″

見られる。

23

ヨ縁端部に突起。文様帯は薄く粘上を貼付けていると思わ瓶 その上に

5列の左上からの爪罷域お 5列 日は途中で文糠力硫 切れ浅い爪洗圧痕の
付外面とも横ナデ。内器面には指頭痕状

つ減い窪み力現 られる。
燃 麟

l mm以 下の日 '黒色、キ透明の

鐵切粒、茶褐・黒色の岩片を合
む。

24
楷上帯貼付け (回唇部は貼付け力顎 者)の文様帯 1こ左上から4列の爪形

兆
幌 面とも斜め又は勧 向のナ/. 蠣 橙

l nm以 下の自・黒色、半透明の

婉 、茶褐色の岩片や軽石を

含む。

外器面にスス付着。

薄く粘土を貼付けたと考えられる文様帝にオ ト方からの4列の爪形文。

文様の起点と終点にあたり、下2列は文隷の位置お給わない。

勺外面とも横ナデ。内器面には指頭痕J
D隷 建ヽみが見られる。

灰黄褐 離
l mm以 下の透明、自色、黒色の

鉱物粒を含む。

26

薄く粘土をHftけたと思われる刃朦帝にこ上万から瀬戻 した 5列の爪形

文。左倒に施文の起点と終点と思われる部分が見ら瓶 文糠力暗 干乱れ

ている。

有外面とも枚ナデ。内器面上部には指顕

王棋状の浅い窪み力多数見られる。
にぷい黄橙 明螂

1画以下の透明、自色、黒色の

鉱物粒や自色の者潜 を合む。

粘土帯貼付けの有無は不明。文糠帝上端に爪先の圧痕お現 られる。爪形

文は 5列。■ 卜方からの施支と思われる。

勺外面とも横ナデ。内器面上半には指顕

妙 い窪みが多数見られる。
橙 明縮

BIIHな 透明、日 '黒色の多Hの
鉱物粒、少量の灰・赤褐色岩片
4tr^

28
上方から施文したと考えられる4列の爪形文。文様帯の下に粘土の肥厚

した腕 現 らな 粘土帯を貼付けて施文した可能性がある。

内外面とも横ナデ七内器面には指頭庄痕

と思われる謙 窪ヽみ力現 られる。
にぶヤ追 誠

1画以下の自色、透明、黒色の

婉 を含む。

29
上方やや左よりから施文したと考えられる4列の爪形文。口唇部に粘■

帯を貼付けた様な筋状の窪みが見られる。

内外面とも被ナデ。内器面には指頭圧漢

と思われる浅い窪み力現 られる。
にぷい褐 にぶV追

l Hm以 下の透明、自色、黒色の

鉱物粒及び檄量の軽石を含 tr。

30
上方やや左よりから施文したと考えられる4列の爪形文。口唇部に粘土

帯を魅付けた様な筋状の毬み力現 られる。
外面ナ元 内面は横ナえ にぷい健 にぶヤヽ橙

1剛以下のEF/H、 日色、黒色の

触物粒及び殿量の茶褐色岩片を
含む。

外器面の一部にスス付着。

29と 同一個体の可伯

■ 卜方から施直 した 3列の爪形文。口督部に粘止帝賠付け療と思われる

筋状の窪みが見られる。
外面ナデ。内面積ナア。 にぶい褐 にぷい褐

I IIR以 下の透明、自色、黒色の

動 を含む。
口唇部付近にスス付着。

左上方から施文した6列の爪形成お口唇部に粘土帝貼付けと思われる筋

状の窪みお現 られる。
外面ナ/.内面積ナ元 にぷい赤欄 にぷい橙

1輛以下の透明、自色、黒色¢

助 を含む。
外器面一面にスス付着。

―-16-
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表 2 椎屋形第 1遺跡A地区 縄支時代草創期土器観察表 (2)

文 様 園 整
色 調

胎 土 の 特 徴 備 考

外 器 面 内 器 面

33 仕 方から施支した6列の屈 魏
外器面文様帯の下D憤ナデ。内器面は横

ナ荒
にぶψ追 にぶい橙

1山以下の透明、自・黒・灰色

期 を含む。

34

口縁肥厚部に2列、その下の肥厚しない器面にも1列、計3列の左上方
からの聰 下から上へ施文。,1読淋の浅い圧痕が融熱こ多数見られ
る。

内外面とも横又は斜方向のナデ。 ともに

指頭屋娘状の浅し逍跡力我 る。
にぶい黄 誠

2mmAの砂粒、微細な白・黒色、

透明な鉱駒粒等を含む。

外器面にスス付着。補修子I

と思われる穿孔力あ る。

35
薄く粘上帯を踏付けた上に口縁端部は減い連続脚圧文ヽその下に上方左

からの 3列の州形文。
内外面とも横ナ荒 にぷい黄橙 にぷい黄糧

l mm以 下の透明、自色、黒色¢

碑

"粒

を含む。

外器面下靖部に微量のスス

懺 。

36
右から左方向へ施文した 7列の邦形文。最下部は途中で止まる。施文は

最上段では左上方から、最下険ではほほ真上からで横 1列 に線状になる。

外国は標Xは斜万回の、固回上部 は穣 刀

向のナデ。下部は横ケズ リ。 指 ナデ '単

頭痕あ り。

にぶい黄橙 にぶい責褐

BIBな透明、黒色、乳自色の節
物粒や赤褐色の岩片様の物を台
む。

琳器面上部にスス付着。

右から左、上から下へと施文された左上方からの 6列の爪形文。
内外面とも横ナア七内面には指頭痕と思

われる浅い窪み力多数見られる。
にぶい黄橙 にぷい橙

M41な乳自色、自・黒 灰色及

び透明な鉱物粒を含む。

外器面上部の一部にスス付

着。

38
左から右、上から下へと施文したと考えられる左上方からの 4列の爪形

兆

内外面とも横ナデtやや粗い。内面には

指頭痕と思われる浅い窪み力現 られる。
橙～灰褐 にぶい橙 の鉱物粒や軽石、茶褐色の物を

:主1と。

外器面にスス付着。胎土に

高m/1増カゥ く見られる。

左上方から施文された 3列の爪駐 外面は不明。内面は横ナえ 諏 節
l mm以 下の餃細な透明、自色¢

卵 噺 粒を含む。
爪形文の中にスス付着。

40 左上方から施文された 4列のパ形文。 外面は不明。内面1占債ナえ にぶい橙 にぶい橙
l wB以 下の微細 な白色、透明な

嚇 等を含む。
爪形文の中にスス付着。

左から右へと、左上方から施文したと考えられる2列の爪形文。口唇部

に粘上帯を貼付けたような筋状の窪みがわずかに見られる。
外面は不明。内面は横ナえ 橙 橙

l mm以 下の透明、自色、黒色¢

婉 等を含む。
爪形文の中にスス付着。

上方やや左からの 4列の爪形文。 内外面とも横ナえ 橙 明節
l mm以 下の透明、自色、黒色¢

碑肋能を多く含む。

43 左から右へと、左上方から施文したと考えられる4列の,1形文。 勺外面とも横ナえ 橙 にぶt追
脚 な乳白色、白 黒 灰色、

透明な鉱肋粒を含む。

邦形文の中にわずかにスス

幡 。

44
左から右、上から下へと施支したと考えられる左上方からの4列 の爪形

文。
勺外面とも横ナ元 誠 誠

MIEな 白色、灰色、透明な鉱物

粒を漿 む。

り下形文の下にごくわずかに

スス付着。

左上から施文した 5列の爪形文。
勺外面とも横ナ/.内面には指頭圧痕と

まわれる浅い窪み力現 られる。
誠 厳

llm以下の透明、自 す灰・黒色
の鉱物粒及びわずかに軽石粒を
会,=_

の鋭�王 具で 6個の刺突文。爪形文の下には爪先による羽状文、格子状
寸 _

再外面とも横ナデЪ内面には指頭圧痕と

鼠われる浅い窪みお現 られる。
醜 にぶい賞橙

l山以下の透明、日・灰・黒色
の鉱物粒及びわずかに軽石粒を
台予「_

45と 同一個体と思われる。

47
口縁部直下に左上からの 5列の猟形文。左から右へ、上から下へと舷

粘上の接合部と思われる屈曲部に同じく■ 卜から施文した 1列の刑眩地

内外面とも横ナ荒 ともに指頭圧痕又は

指ナデ状の浅い寝みお現 られる。
にぶい賞橙 にぶい黄橙

l lam以 下の透明、日色、黒色の

婉 びわずかに灰色岩片を
含む。

外面に微量のススtr■。

48
口唇部にヘラ状具で斜めの連続謂圧刻み。その下に石から左

^左
上から

施文した 5列の爪形文。その下は 1条の隆帯支にヘラ状具で斜めの連続
刻み。

再外面とも積ナブЪ関由に指顕lH釈の露
秩、接合部と思われる所には日面が 1条 麟 にぶい寅橙

l lam以 下の透明、自色、黒色の

駒 粒を含 tr。

外面に微量のスス付着。

日縁端部に粘土紐を貼付け棒状工具により連競押旺刻み。その下に左上

から施支した爪形曳
Ⅲ面は不明。内面は横ナ為 にぶψ瑣糧 にぶい黄糧

l lam以 下の透明、自色、灰色の

効 を含む。
外面にスス付着。

詢
口縁端部に粘土経を賠付けヘラ状工具により斜めの連競脚旺刻み。その

下に左から右公左上から施文の 2列の爪形文。
Ⅲ面は不明。内面は横ナ元 にぶい黄橙 にぶい黄橙

llm以下の透明、乳自色、黒色

の鉱物粒を含む。

爪形文の中に微量のスス付

着。

粘土帯の接合痕が見られる韓 再外面とも横又は斜めのナえ 灰黄褐 酪
1酌以下の透明、自色、黒色の

勒 粒を含む。
外器面にスス付着。

52

無文土器と考えられる力ヽ 口縁靖部にごくわずかな高さの小さな粘上の

塊 (図化できない程の)お現 られる。意識的に貼付けたものかどうか不

明。

靭 面とも (横)ナデ。 橙 にぷい橙
lam以下の透明、自色、微細な

黒色の鉱物粒等を含む。

硝

(上下不明。他の施文状況を参考にすると)右から左へ、右上方から施

文した 2列の爪形文。その下の三角隆帯上をヘラ状工具で下方から連続

刺突。

内外面とも横ナえ 内面 1こ 指頭圧痕状の

浅い窪みお現 られる。
囀 にぶい黄橙

l lam以 下の透明、自色、微綱な

黒色の鉱物粒等を含む。

54 (胴部、無刃 勺外面とも横ナえ 橙 麟
llm以下の透明、黒色、自色の

醜 等を含む。

補修孔と考えられる円形¢

穿孔及び未貫通の子L

(輝醍

“

、  窯ウリ 外面ナス 内面横ナデ。 螂 にぶい橙

lmm以下の透明、自・黒色の鉱

物粒及び赤褐色の粘土粒状の物
を含む。

補修孔と考えられる 2個 ¢

穿孔ゅ外面スス付着。

66 (平底底部、無文)

勺外面とも横ナデ又はナデ。ともに指顕

勘膊快のわずかな謙 工窪み力現 られる。
麟 燎 婉 及つ跡 褐色の粘土粒状の物

を含む。

外器面に徴量のスス付着。

内器面にも微量の炭化物。

(平底底部、無文) 芍外面ともナアもしくは植ナ元 糧 にぶい黄橙
1闘以下の透明、自色、微細な

黒色の鉱物粒等を含む。

底部外面にごく微量のスス

懺 。

58 (九つこい平螂 無文)

内外面ともナアもしくは横ナデ。内面は

副離力著 しい。
麟 にぶい糧

微綱な自色、黒色、透明の鉱物

粒を含む。

底部片上部は粘上の接合騒

で剥離している。

59 (丸つこい平底底よ 無文)

内外面ともナデもしくは横ナデ。内面に

指ナデ状の浅い窪み力現 られる。
にぷい黄糧 囀

徴細な白色、黒色、透明の鉱物

粒及υ阪色岩片等を含む。

tXl (丸っこく小さな平底底部、無文) 勺外面とも駐ナ元 螂 にぶい黄糧
ほかの土器と異なり殆 ど鉱物粒

力省 まれない。

ミニチェア的なもの、 もし

くは底部以外のものか。

(丸っこ�平 陶曲殴 無え)

勺外面とも横ナア仏内面には指頭圧痕状

つ浅い窪み力現 られる。
にぷヤ・7E にぶい糧

l mm以 下の乳自色、黒色、透明

な動 を釣 。

(九つこい平底底部、無文)

付外面ともナアもしくは横ナデ。外面は

善陀著しい。
にぷヤ造 橙

徹細な透明、自色、黒色の鉱物

粒を含む。

外器面の一部にごく徴量¢

スス付着。

63
(平底底部)外器面の粘上の接合部付近に

=救
貝の殻頂部の連続押庄オ

見られる。また、その下に1カ開氏先の圧痕力現 られる。

内外面とも横ナ/.指頭庄戻と考えられ

る浅い建み力多 く見られる。
にぷし追 明痛

微細な透明、自色、赤褐色の鉱

婉 を桂溝 。

内外面に徹量のススや炭4
物付着。固く焼き締まる。

い
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表 3 椎屋形第 1遺跡A地区 縄文時代草創期石器計測表

器 種   別
蠍

(恒E)

器 長

(cml

器幅

(cnl

器厚

(cml

重 量

(′ )

石 材 備 考 孵

1 師 B―Ю 箆 I 295  ( 蛯 蜘 凱 醒 J―醐

2 舗 A-11 と&   ( 2( 触       (蛙 可爾印軌 先端打欠?、 一部欠負 焼面か J474

3 続 ・ 筋 B-11 2   ( 892〔 蝦 可爾巧聴男晰課ケ蝉欄幹側朝蕪 四半口ともに堪面kヒピ剖顕苦 J一患鬱

4 続 ・   (鰤 B-11 10 7 64 7401 蛙     (硼 蜘 軌 効 1鰤 ? J SIB

5 駆 B-10 82丈 嚇 呻 軸 J―<B7

6 効 B-10 157( 賠 鄭 と月t閣副§受娘∽ラ曳る、片弓蜀印離 ししゝ 」期

7 屋コ理距コ千  (基苗D A―10 2逸 i F謗」  (錮 7'と 的 、ヌ弗砒欠J燕 靱 J-42

7 瞬             (ヌ弗り B-10・ ■ &〔 1ヽ 附 i 繋 lal 2呻 J判

8 韓 A-11 nc 216( 靱塘」  (醐 Ⅷ 却 瓢 翔 J 483

9 瞬       (基 譜語かう B―■ 157, カレト岩 刃郡久長 片平副よ自然面のまま J 293

10 スクレイタヾ― B-11 2 7 297( 譜 lal 船謎帥増 レ鰯 J456

11 スクレイパー B一10 JDBI i― 欄 ま自獅 湧詢協望К 勒 J 728

スクレイパー A― 10 21&( 織 片
=れ

ま自″W簡百 J―盟

13 スクレイパー B― 10 197 1 蛙       (II10 片
=耐

ま自2胡衛耳 J-786

14 スクレイパー B― 10 」儀9 155( 蛙       (増醸咽内ゆ J 753
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面にぶい黄褐色、内面にぶい黄橙、12は外面にぶい黄橙、内面黄橙、13は外面にぶい橙、内面にぶい褐

色、14は 内外面とも浅黄橙、15は外面にぶい橙、内面黄橙である。16は 、やや丸みのある器壁を持ち、

外面調整は斜方向の条痕の上からヘラミガキを施している。内面調整は縦方向のヘラミガキもしくはヘ

ラナデと思われる。色調は外面黄橙、内面橙である。これらの上器の胎土は、9・ 14に金色の鉱物粒が、

15に高師小僧片が見られるほかは、通常の胎上である。西側工事区では、このほかに知覧式上器系の胴

部片が 1点採集されている。

早期の石器は、包含層が未調査のため詳細は不明である。上器同様に弥生時代の遺構埋土中からと耕

作により削平された早期包含層面から遺物を採集しているので、表 4及び図版に掲載した。

表 4 椎屋形第 1遺跡A地区 縄文時代早期石器計測表

番号 種  別
出土地点(区 )

取 上 番 号

器  長

(clll)

器  幅

(clll)

器  厚

(clll)

重  量

(g)
石  材 備 考

1 打製石鏃 A-7区 1.4 0.5 チャー ト 完形、凹基

打製石鏃 弥生SA 5-50 0。 3 1.0 チャー ト 片脚端部欠損

3 石  匙 弥生SA 5-6 4.0 3.1 買  岩 横型、右端部欠損

石  錐 弥生SA 3-167 2.4 0,8 石  英 完形、先端部磨耗

2 弥生時代の遺構と遺物 (第14図 )

当初の予想と異なり数多く検出された弥生時代の遺構は、内容もいろいろと変化に富み、しかも出土

土器からはさほどの時間幅は見られないものである。次に順次報告する。

(1)掘立柱建物跡 (SB、 第15～ 17図 )

掘立柱建物跡は6棟検出された。トレンチャーによる深耕を免れ、ほかにピットも見られなかった事

から検出は比較的容易であつた。ピットからは殆ど遺物が出土しなかったが、埋土中にわずかに出上し

た土器片は弥生土器であり、また、周囲には縄文時代以外の時期の遺物が見られなかったため、弥生時

代の遺構として報告する。SB6に伴うと思われるコの字形の溝からは第17図のような竪穴住居跡と同

様の弥生土器が出上している。tれらの掘立柱建物跡は、柱の掘方が長方形もしくは方形を意識して掘

り込まれていると考えられる。長方形の掘方の長軸方向は、おおよそ建物に対し直角方向である。主軸

方向はほぼ同じ略東西方向であるが、細かく見るとSBl・ 2、 SB4・ 5がそれぞれ桁や梁方向が平

行である。検出面がアカホヤ火山灰層上面であったためか、側柱で囲まれた空間には焼土等は確認でき

なかった。これらの掘立柱建物跡のうち4棟が棟持柱を持つ (表 5参照 )。

SBlは、棟持柱を有さない最も大きな掘立柱建物跡である。北側の側柱間が東端のみ特に間隔が広

い。中央東半には主軸線上に並ぶピットが、北西側の側柱の外側にも平行に並ぶピットが見られる。耕

作によりかなり削平。掘方から発の胴部片とS A19の一括土器と接合した壺の口縁部小片が出土。

SB2は、西側の棟持柱の掘方付近が攪乱されていたが、微妙に違う土色を頼りに掘り進めたところ

長方形の掘方を確認できた。また、検出時に西側中央の 2本の妻柱は、柱痕跡と思われる黒色の柔らか

●

―‐Ｌ
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表 5 椎屋形第 1遺跡A地区 弥生時代遺構一覧表

遺構番号 面積 (ド ) グリッド 主 軸 方 向 規  模
梁  間

(clll)

桁  行

(clll)

棟持柱間
距離(clll)

備 考
図
番号

SBl C-8 N-76° 一E 1間 ×3間 360-‐ 370 595-600 掘り方は方形、一部に柱痕、ABはほぼ主軸線上 15図

SB2 C-8・ 9 N-76° 一E 3間×3間 310～320 385´-390 550 掘り方は方形基調、一部に柱痕が見られる 15図

SB3 D-9 N-70° 一E 3間×4問 370´-375 490-500 掘り方は方形、一部に柱痕 16図

SB4 C・ D-10。 11 N-75° 一E 3問×4関 390-410 掘り方は方形基調、一部に柱痕 16図

SB5 C・ D-11■ 2 N-74° 一E 3問 ×4間 450-460 620-630 掘り方は方形基調、一部に柱痕 17図

SB6 D・ E-10・ 11 N-78° 一E 1問 Xl間 220-230 掘り方の一部は方形、排水溝 (?)あ り 17図

遺構番号 平面形
主 柱 数

(深さ浅～深 cl)

規 模
主 な 出 土 遺 物 備 考

図

番号長軸×短軸 (m) 末面積 (ド )

SAl 不整長方形
2本

(70～ 80)
7.5× 6.8

露、壷、鉢、ミニチュア、
石皿、磨石、砥石、装飾
品 ?、 磨製石鏃

間仕切り璧 5、 ベッド状遺構と、間仕切られた土

坑状の区画 1、 溝による区画 2、 中央に長方形土

坑と柱穴 2、 一部に貼床、柱の建答え?

18図

SA2 不 明
7～ 8本

(25～ 90)
7+α X不明 (385)

発、壷、石庖丁未製品、
磨製石鏃

焼床面 4、 中央柱穴 2、 2～ 3回の柱の建替
えあり

18図

SA3 楕 円 形
8本

(40～ 105)
100× 81 640

穂、重、石皿、凹石、砥石、
不明石器、磨製石鏃及び未
製品、鉄器、炭化木の実

焼床面 5、 壁帯溝、薄く貼床、中央柱穴 2、

注の建答え最多で9回
20図

SA4 不整長方形
2本

(35～ 40)
5,6× 4,2

193(間仕切
削平前17.8)

箋、重、凹石、砥石、鉄
片

現存関仕切壁 3、 削平間仕切壁 3、 ベッド状
遺構 2、 一部に壁帝溝、中央に土坑、貼床

22図

SA5 円 形 ? 不明 59× 2.8+α (11.8+■ )

箋、重、磨製石鏃、炭化
シイの実

半掘 (地区外)、 中央に土坑、中央柱穴 1+
α、一部に突出壁 1

22図

S A6・ 14

SA6
掲九長方形 ?

不明 365× 2,75 (推定8,7) 発 S A14と 切り合い、焼土塊 2、 貼床 22図

S A14
隅丸長方形

1本 ?

(30)
36× 27 SA6と 切り合い 22図

SA7 隅丸長方形
2本

(25～ 30)
3.7× 2.7 妻、重、石皿 商東壁際に小土坑、貼床 24図

SA8 不整方形

(張出し上抗付

2,Ⅲ

(35～ 50)
29× 2.7

霊、壷、瀬戸内系高杯脚、
局部磨製石鏃

中央に上坑、貼床、長方形土坑を付け足す

(1、 l m2)
24図

SA9 不明

(不整方形か?

不明

(2本の細いピッ

トあり30～45)

4.4+α ×2.6+α (78+α )

発

実

壷、散石、炭化木の 半掘 (地区外 )、 焼± 1(図面記録 もれ )、 2
軒の切合いの可能性あり

24図

S A10 長方形
本

０

１

● 30× 26
霊

石
鏃

丹塗り霊、石皿、台
凹石、敲石、磨製石 全面に炭化材覆う、貼床 25図

S All 不整長方形
2本

(70～ 80)
36× 31 発、重、鉢、四石 主注穴は斜め、貼床 25図

S A12
方形

(長方形土坑付|

本

の

２

に 24× 225 重
中央に大ピット (土坑 ?)、 南側に長方形土

坑が付属する (1.9m2)
25図

S A13 方形 不 明 3,1× 3.1 妻、壷、散石、磨製石鏃 S A17と 隣接、貼床、埋土中に焼土面あり 27図

S A15。 16

S A15
方形

不 明 36× 3.5
S A15  台石

S A16と 切り合い、床中央に台石 28図
どちらか 発、壷、瀬戸

内系凹線文壷

不明   鉢、鉄器S A16

方形 ?

2ラ■?

(30～ 55)
3.3× 2.2+α (61+α ) S A15と 切り合い、貼床 28図

S A16  壺、丹塗り壷

S A17
,形 3達結ヨ
たは長方形

2本または
4本 +α

(20～ 40)

81X3.8 (25.2)
箋、壷、炭化ツプラジイ

(焼± 3よ り)

焼± 4、 理土はごく浅い、S A13と 一連のも
の ?

27図

S A18
長方形

長方形土坑付
不明 2.3× 16 小破片のみ 東側に長方形土坑が付属する (14r) 28図

S A19
長方形

(長方形土坑付
不明 325× 19 奏、重

S A18に 上がる上の階段状遺構、西壁に炉状
の焼上、柱の痕跡様の 2対 ×4列 の くはみ、
東側に長方形土坑が付属する (37m2)

28図

―-25-―
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な埋上が見られた。長方形の掘方の東端に寄せて柱を据え、周囲はアカホヤ混じりの黒色上で堅く締め

たものと考えられる。柱の傾きは垂直、直径は12～ 13cmで あった。完掘時に上屋の重みによると思わ

れる柱の円い圧痕が、この 2柱を含め6カ所見られた。北東端には 1カ所柱の建て替えが見られる。

SB3は、長方形の掘方が顕者に見られ、柱の圧痕と思われる浅い円い窪みが 7カ所確認できた。ま

た、建て答えあるいは補助の支柱と思われるピットも見られる。棟持柱を有する。

SB4は 、同様に掘方の多くが長方形もしくは方形を呈している。また、柱の圧痕と見られる窪みも

1～ 2カ 所残る。柱の建て替えあるいは補助支柱と思われるピットも見られる。棟持柱を有する。

SB5も 棟持柱を有する建物跡で、柱の圧痕と思われる窪みが7カ所確認できた。

SB6は これらの掘立柱建物跡とは異なり、竪穴住居跡群の中に位置する。竪穴住居跡との切り合い

はなく、平面プランはやや歪な長方形で、柱間は 1間 ×1間である。東側にコの字形に囲むような溝が

見られる。溝は、コンターラインから見るとやや中途半端ではあるが、り

'水

を意図したものかあるいは

区画を意図したものかもしれない。溝の中央、建物の主軸線上に近く、やや大きなピットが見られる。

このピットや溝からは、第17図 1～ 3の奏形土器片が出土している。このほかにも溝や柱の掘方から奏

胴部片等が出土している。

(2)竪穴住居跡 (SA)

竪穴住居跡は、掘立柱建物跡を中心に床面積の大きいものや間仕切り壁を有するものが標高の高い方

に分布し、10∬未満のものが標高の低い方に分布している。なかにはS A19の ように住居跡とは考えに

くい竪穴もあるが、ここでは一応竪穴住居跡として報告したい。全部で19軒検出した。このうち、明ら

かな切り合いが 2例、連続して作られたと思われるものが 2例ある。また、床面積の大きな住居跡には

柱の建て替えや間仕切り壁の一部削平等が見られる。表 5を参照されたい。次に表に補足しておきたい

ことを簡単に述べる。

SAlは 間仕切り壁を有する住居跡である (第 18図 )。 検出時既にトレンチャーで上部を筋状に攪乱

されていた。ただ、この攪乱箇所以外は原位置を保つたままで、床面も破壊を免れていた。埋土はほぼ

1層で、中央部と間仕切られた各区画との堆積状況に違いは見られない。中央の東西に並ぶ主柱に平行

に南北両側に支柱穴が見られる。このうち西側の主支柱穴には、建て替えもしくは補助支柱と思われる

複数のピットが見られる。また、中央やや南よりの上坑には、SA2・ 3等大型の住居跡に見られる 2

本の比較的大きな支柱穴がある。これら支柱穴の深さはおおむね40～ 50cmである。

このほかSAlに は、ベッド状遺構や溝で区画された問取りが見られるが、北西側の 1区画は、間仕

切り壁の先端がカギ状に曲がつた状態で残され、狭くなった通路部分の床も1段盛り上がった状態で削

り残されており、長方形の上坑を造り付けたような構造になっている。また、南西の一角は、中央の上

坑から南に延びる段差と東壁の張り出しとでベッド状遺構のようになっている。

遺物は、主に中央部分に出土している。殆ど浮いた状態で、壁際ほど高く中央部へ低 くなる。主な遺

物では、第19図 1が南西支柱穴の西側で、2が北西支柱穴の南側で、5が中央土坑内の 2本支柱穴の北

側で、 3・ 4が東側主柱穴の北から北東の溝付近で、6・ 7が北のベッド状遺構の段差付近でそれぞれ

集中して出上している。また、21は 同ベッド状遺構の西端で、11は前述の北西端の上坑状の区画内の上

部で出上している。石器のうち表 8の 1・ 2は、中央土坑内の南側で、石皿は床面直上、磨石はかなり

●
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浮いた状態で出土、4・ 5の穿孔のある装飾品様の石製品は、北西端土坑状区画内とその東側段差を越

えた箇所でかなり浮いた状態で出上した。

SA2は、耕作により削平されたと考えられ、北～東側の壁の一部と主柱の掘方、床の一部のみ残存

していた (第 18図 )。 主柱穴は円形に並ぶ。掘方は殆ど2回、多くて 3回の建て替えが見られる。最終

的な掘方は、遺憾ながら記録漏れで不明である。中央の柱穴 2本は深さ50cmである。掘方の中には、

上端幅22～ 23cm、 下で15～ 16cln幅 のU字形鋤先状の工具痕の残るものがある。

遺物は、北側壁の中央東寄り床面と中央の焼床面のまわりで少量出土している。石器のうち10の石庖

丁の未製品と思われるものは、この北側壁付近で出土している。

SA3(第 20図 )は、同じく円形に主柱が並ぶ住居跡である。柔らかい埋上の柱痕跡がアミ掛け部分

の掘方に残存していた。その周囲はアカホヤ混じりの上で固められていたが、完掘すると2～ 4回、多

いのは 9回 もの建て替えと思われる連続し切り合うピットが検出された。中央のピットでも4回以上の

建て替えが考えられる。掘方の底には掘立柱建物跡と同じく方形のものが見られる。

遺物は全体的に出上している。ただ、壁の残存状況のよくない南東部は埋土も薄く、遺物は少なかっ

た。深耕による削平と遺構検出の際の指示の失敗によるものであろう。遺物には小片が多く、石器では

砥石や磨製石鏃、チップなどが多く出上している。この砥石は主に北半部分で出土、磨製石鏃はほぼ全

体的に出土、計測表の21の敲打痕と研磨痕の見られる工具様の石器は南西壁際で出土した。また、土器

のうち第21図29は、北西壁際で浮いた状態で出土。この土器はS Allの 中央付近出上の破片と接合する。

25は北半全体に散乱し、殆ど主柱穴の外側である。34は南西壁際で浮いた状態で出土。胴部片であるが、

SA8の中央土坑付近の口縁部～頸部片に接合した。

SA4(第 22図 )は、当初間仕切り壁が 3カ所と考えられていたが、アカホヤや黒色土等の混 じつた

貼床を除去する際に、削平された間仕切り壁の下部が残存し、只占床することでほぼ床の高さを合わせて

いることが確認された。遺物は少ない。中央土坑付近にやや集中、しかし、全体的に見られる。浮いた

状態である。北のベッド状遺構からは鉄片が出土している。

SA5(第 22図 )は半分以上地区外にかかるため全掘できなかった。中央土坑内にある中央柱穴と思

われる掘方の深さは45cmである。遺物は殆ど浮いた状態で出土しているが、第23図44は 中央の土坑と

南西壁との中間付近から土坑にかけて出上、床の直上である。

SA6と S A14は 切り合って検出された (第 22図 )。 しかし、土層断面の観察では切 り合いの新旧関

係はつかめていない。遺物はSA6の床面に張り付いたもののみSA6で取り上げ、その他はSA6・

14と 併記して取り上げた。S A14は小破片が全体から出土しているが、SA6の推定範囲外の出土遺物

も小片である。しかし、SA6からは、第23図49の甕形土器が西～北西壁際に残存する床面直上で出土

している。これは、SA8の中央土坑付近出上の底部に接合した。また、50は SA6の南側の床面の残

存する箇所と崩壊部分との境目付近で出上。崩壊の状況からするとSA6に伴う可能性が強い。

SA7(第 24図 )の埋土は、中央が窪んだレンズ状堆積が見られ 3層 に分層できる。遺物は南北の角

を除いて全体に出上している。土器のうち第23図 55は 、北東主柱穴の南側でやや浮いた状態で出土、57

と石器の19石皿は、西壁際の床面直上で出土した。

SA8は方形の住居の壁の途中から短い通路付きの土坑を取り付けたような構造の竪穴である (第 24

●
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図)。 土坑は住居床面より約10cmほ ど低 く、長軸165cm、 短軸95clnの 長方形プランである。遺物は中央

土坑付近を中心に出土。上器のうち第26図62は東角付近で、63の瀬戸内系凹線文高郭脚部片は北壁際中

央付近で出上している。また、前述の34(SA3)・ 49(SA6)に接合した上器片は、中央部の比較

的床面に近い所から出上している。

SA9は半分以上が地区外となって全掘できなかった (第24図 )。 床面中央部付近に焼土面を確認し

たが、現地で記録する際に記入漏れしてしまった。図中の破線部分がおおよその範囲である。この焼土

中からは炭化した木の実が出上している。遺物は中央の焼土付近から北東側に集中するが、西側でも出

上していて、いずれも浮いた状態である。遺構・遺物の検出時に、図化した遺構プランの西側部分に略

方形プランの一部とも取れる浅い落ち込みがあるのを確認したが、壁の崩れとも見えたため図化はしな

かつた。切り合いであった可能性も否定できない。出土土器のうち第26図64が北西側壁近くで出土、こ

の同一個体がSA8でも出土している。65は焼土面の上部で、68・ 69は南西角で出上している。また、

70・ 71は北東側に散舌としていたもので、直接は接合せず推定口径も異なるが、少し凹線気味に窪む口縁

部ややや膨らんだ肩部などの特徴がよく似ていて、同一個体の可能性が高い土器である。ただ、内面の

色調は異なる。

S A10(第 25図 )は、遺物が全体的に見られ、これらは浮いた状態のものが多い。主柱穴周辺にやや

集中している。そのうち上器では、第26図73が主柱穴の北西側に出上、75・ 76な どの丹塗 り上器片は南

～南西側に出上している。丹塗りの上器はS A10だ けで破片のみ 9点出土している。石器のうち計測表

の44～46は北東側に、47は主柱穴の西側に出土している。このうち45のみ浮いた状態で、ほかは床面直

上に出土している。炭化材が主柱穴を中心に南西側と南東側に見られるが、これらは床面直上の遺物の

上に覆いかぶさった状態で検出された。埋土中には細かな炭化物を多く含んでいる。

S All(第 25図 )は貼床が 4～ 8 crnと 比較的厚く作られている。遺物は主柱穴間の中央付近に出土

した。殆ど浮いた状態で中央部分がやや低くなる。このうち第26図 77・ 78の甕形土器は同じく中央付近

で浮いた状態で出土している。79は 、東側主柱穴の北西で出土。S A10の北西壁際出上の河ヽ片と接合す

る。85は 中央付近出土である。

S A12(第 25図 )は、SA8に似て通路の付いた土坑を付属させている様な構造である。異なる点は、

住居の角から通路を作ること、通路も長方形土坑の床面も住居の床面とほぼ同じ高さであること等で、

長方形住居に大きな間仕切り壁が掘り残されている様にも見えるが、通路がやや屈折していることと土

坑の長軸がやや短いことから付属させていると見たい。土坑は2.0× 1.lmの規模である。ちなみに主柱

穴の軸線上での上坑まで入れた長軸は4mを測る。上坑の南側でこの軸線上近く支柱かと思われる小ピッ

トが見られる。中央ピットは77× 69cmで深さ61crnを 測る。遺物は少なく、小片が浮いた状態で出土し

ている。

S A13と S A17は 隣接している (第27図 )。 検出時には、長い長方形状に黒っぼい埋上が見られ、そ

の南西側の中央部に焼上が飛び飛びに並んでいるのが確認された。この埋上を除去したところ、S A13

のみ竪穴状に深さがあり、S A17と したところはごく浅く、中央部の焼土列の間に柱穴列が確認された。

S A13の埋土は、床面のうえに暗褐色の固い層が堆積し、その上面に径40～ 80cmの範囲で 4カ 所の焼

土が見られた。この上には暗褐色土混じりの黒色砂質上が覆い、その中央部上層のみ黒色シルトのきめ

●
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細かな上が堆積していた。このS A13の埋上の上部にも焼上が 1カ 所あったが、S A17の焼土とは並ん

でいない。このことは、S A13の埋没過程のある時期その面を使用して火を用い、さらに上部まで埋没

したとき再び火を用いたことがあつたと言うことで、それはS A17に焼土列ができた時期とは時期差が

あったとも思える。S A17は S A13の規模の住居が横に次々に続けて営まれて行つた様な形状に思える。

S A13の 遺物量は少なく、小片が全体に散乱した状態で出土している。S A17の遺物は、北東側の S

A13に近い方に片寄つて分布している。これらは床面近くで出上しているが、なかでも第29図 1011よ 、

焼± 3付近からその北西側壁際付近にかけて集中して出上している。また、この焼± 3か らは多くの炭

化した木の実が出上している。木の実は分析の結果が後に掲載してあるので参照されたい。

S A15。 16は切り合つて検出された (第 28図 )。 土層断面からは、 S A15と S A16の 境にS A15の壁

の上部の立ち上がりは確認できなかった。また、S A15の壁際の埋土とS A16の壁際の埋上に違いが見

いだせず、新旧決しがたい。ただ、S A16に見られる貼床がS A15側 の埋土の途中に確認できなかった

ことから、S A15の 方がS A16を切つている可能性がある。遺物は、取り上げの際に切り合い関係がよ

く分からなかつたため、S A15。 16と して取り上げたが、殆どはS A15の範囲内で出土している。土器

の第29図 95・ 96は、S A16の ピット内から出土したものである。93の瀬戸内系凹線文土器片は一括取 り

上げの中にあつた。94の鉢形土器は、S A15の西壁際、S A16と の境付近を中心に出上した。また、石

器の56台石としたものは、S A15の床面中央に据えられていたもので、わずかに磨面と黒色の付着物が

見られる。

S A18・ 19は 、S A18の一部をS A19が切つた状態で検出された。それぞれ似た構造であり、住居 と

いうより長方形の上坑が短い通路で連結されたもの、もしくは間仕切り壁が掘り残された長方形竪穴建

物といった構造である。大小の土坑の埋土に差異はなく、同時期のものである。S A12に似てそれぞれ

の床面の高さは同じである。S A19は S A18と 角を接する状態で、S A18か らS A19へ降りる階段状の

固く踏み締められた様な土盛りが見られた。S A19に は階段を降りた右側の壁際に焼土塊があり、壁面

まで焼けた状態であった。また、階段の正面には 6個の縦横に並ぶ小ピットとややずれた位置に2個の

若千大きめの小ピットが見られた。調理施設的な建物を連想させる状況である。

遺物は、S A18の場合小片が少量、小さい土坑の方にも数点出上した。S A19は 、やはり小片が焼土

付近にやや集中し、その東側のピットから南側にかけて出上した。焼土付近の上器は張り付いているが、

ほかは浮いた状態である。小さい土坑の方からは小片が 3点出土、そのうち西壁際で第31図 104が出上し

た。

(3)周溝状遺構 (SL、 第31図 )

A地区の南西の外れた位置にトレンチャーで筋状に攪乱された状態で検出された。四角つぽい楕円形

といった形状である。長軸はほぼ東西方向を向き、長径6.05m、 短径はトレンチャーに切られて攪乱さ

れているが、推定6.lm程 と思われる。東側の周溝内にピットが 1基検出されている。検出面がアカホ

ヤ層で、上部を耕作により攪乱されていたので溝の深さは浅い。遺物は少なく、第30図 110等 の甕形土

器片が出上している。

(4)土坑 (SC)

A地区ではS A18等土坑としてもよい様な竪穴が検出されているが、さらに小規模の竪穴と墓城と思

「

 ~

■

電

■

Ч

―-42-―

一



燕
隠
隠

陰

SA15016
標高はすべて91.lm

gS朝
|∵

SA18・ 19

標高はすべて91.3m

0    1     2    3m

第28図 椎屋形第 1遺跡A地区  SA15・ 16、 18・ 19実測図

―-43-―



酔 e

＼壽
84

ヾヾ` (ヾW

4挙疇霧
96

夢コーー

〓彰繭ヽ
ド

98

低
1悦

10cnI

11号 79～ 85、  12号  86

ヽ

第29図 椎屋形第 1遺跡Alttt SA側 ～偲、朽～47H土土器実測図 纏 冨瑠 i協寧
号

:;二li3



Uυ

ヽ

り

o            10om

第30図 椎屋形第 1遺跡A地区

10

SA19、 SLl、 SC2出土土器実測図  19号 104～ 109

SC2 110
SLl  lll

″バ/メデ
ェ

ヶ// /r″フ/
／

／

‐

SLl

標高はすべて

91.7m     0   1 3m

S日 、SCI実測図第31図 椎屋形第 1遺跡A地区

―-45-―



一　

〓`＼レ く
刃 く

＼、 
＼
く狼樫丞発畠

~による
 ヽ ｀

＼ a

標高はすべて

92.8m

遺物出土状況実測図

0                1m

SC2実測図

d
一　

ごヽ
本

土墳実測図

第32図 椎屋形第 1遺跡A地区



 ヽ＼こと捜ンチャーによる

2

5

ャーによる

0                1m

土器片利用部位状況図第33図 椎屋形第 1遺跡A地区  SC2



「

 ~

われるものを上坑として報告する。

SCl(第 31図 )は、SA4の東側で検出された。周溝状遺構やSC2と 異なり、住居跡群に近接 し

て営まれている。3.2m× 1.8mの長方形を呈する。土層観察用のベルトを除去する際に埋土を見極めら

れず、東側の壁の一部が内部へ突出する箇所の西側部分の形状が確認できなかった。当初の形状は、間

仕切り壁のようにある程度内側へ飛び出した形で掘り残されていたものか。南側の壁際は、北側の床面

より30crn程深くなった上坑となる。遺物は殆どない。

SC2(第 32・ 33図 )は、A地区の西側の外れた位置に 1基だけ検出された。ちょうどトレンチャー

耕作の端の一筋が床面近くまで破壊しており、畑の表面に遺物の一部が出土していた。遺構は県内では

例を見ないものであるが、二段掘り上墳に箱式石棺墓の石を第30図 111の大奏の破片に替えて組み合わ

せたものであるといえよう。その組み合わせ部位は第33図 を参照されたい。西側の小口のみ口縁部を上

向きに据えている。これらの上器片の固定にはアカホヤの 2～ 3cm前後のブロックを中心に黒色土等

を充填している。規模は、土媛が上段で122cm× 70cm、深さ10～ 15cm、 下段は推定85cm× 42cm、 深さ約2

0cmで ある。箱式棺の蓋には2個の大きな破片を用いているが、合わせた長さが113cm、 幅はトレンチャー

で破壊されていて不明、土器棺部分の内法は78cm× 30cm、 高さ約30cmを 測る。床面はそのまま自然層

になる。この大奏は底部が見られず、接合復元するとトレンチャーの破壊箇所のみ破片が失われている。

(5)出土土器

弥生土器については、県内の上器編年資料の充実をはかるためにも可能な限り図化に努めた。ここで

は各遺構の上器を一括して、各器種毎に形式分類を行うこととする。

養形土器

口縁部等の特徴により7類に分類 した。

I類 台形状の突帯を貼 り付けた逆L字状口縁のもの (53)。 口縁部はほぼ水平で、端部にわずか

な窪みが見られる。胴部に突帯は付かない。

I類 突帯を貼 り付けた逆L字状口縁であるが、端部がやや立ち上がるもの (64)。 端部にわずか

な窪みが見られる。胴部には三角状突帯が付けられる。

Ⅲ類 口縁部がくの字状になり、口縁直下に一条の刻目突帯が付 くもの。端部は上方へわずかに立

ち上がり、口唇が浅く窪む。次の 3類に細分する。

a 口縁部の屈曲が強いもの (1、 2、 25、 40、 78、 97)

b 口縁部の屈曲がやや弱いもの (3、 26、 49、 51、 55、 56、 58、 67、 77、 79、 89)

c 口縁部の屈曲が弱く外反するもの (4、 27、 44、 90)

このⅢ類の胴部片と思われるもの (10、 30、 31、 32、 45、 SB6の第17図 3)

Ⅳ類 Ⅲ類同様口縁部がくの字状になり端部が上方へわずかに立つが口縁直下に突帯は見られないも

の (5、 50、 65、 107、 SB6の第17図 1)。 口唇部にわずかな窪みを有するものもある。

このⅣ類の胴部片と思われるもの (46)

V類 小型の発で、胴部が膨らみをもたないまま口縁から直線的に底部へ至るもの。次の 2類に細分

する。

a 口縁部が屈曲し水平よりやや起きるもの (6、 7)

■
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表 6 椎屋形第 1遺跡A地区 弥生土器観察表 (1)

図 番 号 出期 器 種

器 面 調 整 色 調

胎土中の潮キ・鯉閉蝶V准 備 考

外 面//内 面 (上から順に) 外  面 内  面

第17図 1 SB 6周辺滞 発 ヨヨナス ハケメ/ナデtヨ ヨナア 灰白 誠 用蜀・黒褐・透明 ,自 勺畑 百に脚 助

2 ヨヨナ,/ヨ コナデ にぷい黄橙 にぶい橙 円胞肘と暗褐黒迎男自・黒 回線部内面にスス、器壁は薄い

突行の上下ヨヨナデk下部ハケメ/ヨ ヨ・ナナメナデ にぶい黄橙 橙 頗 湘馬増褐灰白湖み暴 刻目にハケメ原体痕、外面スス

第19図 1 SAl ヨヨナス ハケメ/ヨ ヨナス アヽケメ、ナデ υ壁歯 ・ 黄 確監 にぷV追・NE 尉働・褐 刻目にハケメ原体痕、外面スス、MEl径 297

2 ヨヨナス ハケメ/ヨ コ,タテナス ー37ヽケメ残存 置 健 欄島褐・灰・乳白・透明・黒 外面全体スス、推定口径28■、外面風化顕著

3 ヨヨナス ハケメ/ヨ ヨナス 螂 にハケメ にぶい橙 にぶい慢 醐 ・ 購 ・ 制 外面全体スス、ごく低い突帯、推定口径203

ヨコナス ナスー炒 ケヽガ賄/ヨ ヨナス引炒 ケヽメ残存 離 難 島・乳自・黒 外面錦 ス、内面下部炭化初、口径285

5 ヨヨナス ハケメ/ヨヨナス ハケメ、ナデ 怒 隆 ,橙
菌俯璧 ・ 部 翔 酪・灰・自・黒・透明 外面上部スス、輌 翔 による風化、推定日留 18

6 ヨコナス ハケメ/ナス ー部ハケメ VEり贖陶・橙 民黄 黄橙 え語・自 外面全体スス、推定日径193、 器高185、 鱒 3

7 ココナス封移ヽケメ残存、タテナデ?/ナデ?、 一般 ケヽメ? 卜 糧・福 灰 赤褐・乳白・透明・黒 内外面風イ瞬 、口径156

8 ヨヨナ//ヨヨナデ 登 灰・薄茶・赤褐・黒 白 外叫 ス

9 ヨコナデ/ヨヨナデ 登 黒・褐・乳白・透明

10 ヨヨナス タヽケメ/ヨヨナス ハケメ 難 87E 黒・褐・乳白・金 刻目にハケメ原体痕、外面スス、図 1と 同一個体の可能性あり

ヨコナ,tハケメ?/ヨ ヨナス ナ,kハケメ え白 齢 ・ 脚 褐 ,乳白 外麟 スス、下部風偲瞬ふ 刻目にハケメ原体痰、推定回径100

ヨコナデ/一部ハケメ残存 登 橙 働 え・黒・把閉 内醜 T瞬

ヨコナス タヽケメ/ナス ー炒 ケヽメ、ナナメナデ 醜 にぶい黄糧 白・黒 外面スス、突帯剰落下ハケメ、内外面風化

タテナス ヨヨナス /ナデ 慰 賀灰 明褐・灰自・透明 騨 71

ヨヨナデ(ナガ/不明 齢 級 褐 透明 黒 内面全体副礁 融 ,

第21図 16 重 ヨヨナデ/ヨ ヨナデ にぶい橙 褐 褐 乳白 内面全体炭化肋

17 ヨヨナデ/ヨ コナア にぷい橙 にぶ▼追 赤褐 黒 ,透明

ヨヨナデ?、 ミガキ?/ヨ ヨナス ハケメ 灘 離 赤欄 灰褐 朋 瓢 イ瞬

ミガキ、碑 なヨヨナT′タテナス ー炒 ケヽメ癖 霞 糧 乳白・黒 内箇膵粥明町む賢者、荘碇弱離約0

鉤 ナデ(夕 ″サα知)、陸 ズリ?/ヨ ヨナスナナメナデ 褐 にぶい黄褐 灰褐・黒褐 夕1面スス、購 お

重 ? ヨコナデ ?、 一部ハケメ ?、 ナア/ナデ 橙 霊 黒・透明 Ⅲ面鯛 十瞬 、胞 7

鉢 口唇ヨヨヘラナデ/ヨ ヨナ7・/Aラ ナデ又はミガキ 灘 豊 赤褐・乳自・黒・透明 坪面スス

23 SA2 勇 ヨヨナデ/ヨヨナデ 灘 難 赤褐・褐・黒・乳自・透明

24 重 ヨヨナス ー部ハケメ/ヨ ヨナデ 橙 更黄 編 ・灰 ,自

SA3 莞 ヨコナス
'ヽ
ケメ/ハケメ、ヨコナデ 糧 懇 隆 ・橙 乳白・黒褐 刻日にハケメ原体漢、外面全体スス、内面風化、熊定口径鍋 4

26 ヨコナス ハケメ/ヨ ヨナス ー都ハケメ にぶい糧 笠 島・乱自・黒 透明 刻目にハケメ原体痕、外面スス

ヨコナア/ヨコナス ハケメ 離 蛤 翻 電・灰自・灰黄 外離 ス

ヨヨナア/ヨ ヨナス ハケメ 灘 にぶ�墳犠 購 ・糧・黒 外面スス、内面炭化物

S A3+11 ヨヨナス ハケメ/ヨ ヨナス ハケメ 橙 登 赤褐・灰・乳白・黒・透明 外面スス、推定口径114

帥 SA3 ハケメ、実常の上下ヨコナア/ヨ コナス
'サ

メ、ナナメナデ 望駐際酬登・ 夢V登 登・にぶい黄糧 灰・赤褐・乳白 黒・透明 外面スス、刻日にハケメ原体痕

ヨヨナデ/ヨ コナス ハケメ、一部ナナメナデ 種 離 灰・褐・黒 外麟 ス、刻日にハケメ原体痰

ヨヨナスナナメナア/ナナメナス却 サメ? 納 登 瀦 酢 灰・黒 望朗 外面突帯下スス多、刻目にハケメ原体痕

38 ハケメ、ヨヨナデヽ /ヨヨナデ 鼈 砦殿 茶・灰・黒 外面スス、推定隣日 2

34 董 ヨヨナスハケメ、一部タテナア/ヨ コナスアヽケメ、ナデ? にぷヤ難 戚 黒褐・灰・透明・黒 刻日にハケメ原体戻、内面胴部劇離著しい、推定口径17■

35 ヨヨナデ/ヨ コナア にぶψ翠耐,橙 え褐 灰・乳白

36 ヨヨナデ/ヨ ヨナデ 登・にぶい褐 橙 褐・黒・白

37 ヨヨナス ナス ハケメ、ミガキ/ヨ ヨナデ 證・悩漬盗 買白・側只・尚陣巴 黒褐 褐 ,乳白 コ唇一部スス、擬 口徴 55

38 ミガキ、ヨコナデ?/ナチメナデ 誠 にぶい黄桂 黒・灰・自 ■面一部風化

89 SA4 発 ヨヨナア/ヨヨナデ 離 にぶい黄橙 赤禍・灰・黒
'輌

匂体スス

40 ヨヨナデ/ヨ コナガ にぶい橙 辮 肘働 灰褐・灰自 Ⅲ画全おスス

壼 ヨコナス ー部ヨコハケメ残存/ヨ ヨナデ 灘 にぶい責橙 肘尋,灰・乳自・黒・透明 巾蔵螢体スス

42 ヨコナス ハケメ?/ヨ コナア、ナナメナデ? 橙 謝儡・乳白・黒 鰤 4郵 2

43 ナス ミガキ/ナナメナス ハケメ 厳 にぶぃ黄種 え・黒

423M44 SAS 冤 ヨヨナス タヽケメ/ヨ ヨナアヽ強いタテナデ 橙 糧 え・劇 い 黒・掲閉 外面隼 ス、刻目にハケメ原体痕、推定E198

ヨヨナス アヽケメ/ハケメ 糧 灰褐 天・黒・乳自・透明 外面スス

46 ハケメ、ヨコナデ/ヨヨナデ 灘 灘 縮 ・灰・黒・乳自・透明 外面スス

47 ハケメ、ヨヨナ//ハケメ、ヨヨナデ 麟 酪 職 `赤褐・黒 呻 肋 多、触 1

48 重 聯 デ?/ヨ コチア?、タテナデ又Iン ケヽメ?/ヨ コナデ?タテ局W 醜 離 相島・灰・黒・乳自・透明 内外面風化顕者、雑淀口径■ 2

49 SA6+8 曳 ヨヨナスハケメ、指押さえ/ナデ?ハケメ、指願圧償 これ追・にぷV瑣召 こぷヤ瑣程褐戻 彗・灰・茶・黒・透明 晰々駐曽報町随 外面スス、刻目にハケメ原転 口径島6、 器榊 53、椎虎鱚紹駐3

開 SA6 14 醇 触 ヨ

"五
十ス酌 ,メVサ ,ヨ コ泳 〕 サメ癬 こぶい橙 こ漁喧 にぷヤ瑣ほ 天 褐 `橙・黒・透明 外面スス、内外面風化、推定口径145、 器高176、 底後的

51 ヨコナス引炒サメ燻 /ヨ コナス ナナメナデ え自 蛾 赤褐・灰褐 透明 外面スス、刻日にハケメ原体痕

52 ヨヨナア/ヨ コナア こぷい糧 劇争 黒・掘朋 外面スス

53 SA7 ヨヨナス ハケメ/ヨ ヨナス ハケメ、ナデ? 璧 黒褐・灰自・黒・透明 外面第 ス、内面全体風化顕著、推定日径27.6

54 ハケメ、ナ7~P/タ テナス ー卸″ヽケメ、ナデ 難 tSV蛇 卿綸 赤褐・灰・黒・乳白・透明 酪 お



表 7 椎屋形第 1遺跡A地区 弥生土器観察表 (2)

図 番 号 出期 絶

器 面 調 整 色 調

胎土中の岩片 何戦西時の色 備 考
外 局 /内 面 (上から順に) 外  面 内  面

第23図55 SA7 養 ヨコナス ハケメ/ヨ コナス タヽケメ にぶい黄糧 にぶし瑣祖 黒褐・灰自・透明 黒 外面スス、刻日にハケメ原体痕

56 ヨコナス ハケメー部残存/ヨ コナス ナナメナデ? にぶい黄橙 にぶい橙 茶・灰 黒・透明 外面全体スス、内面町 ヒ顕著、刻目にハケメ原体痕

ハケメ、ミガキ/ハケメ、一部ミガキ、ナデ ? 橙 登 茶・灰 `褐 乳白 黒 透明 内外面一部風化、底径珀

第26図 58 SA8+10 ヨコナス タヽケメ/ヨ コナス ハケメ 橙 登 赤禍 灰 灰白 黒 外面スス、刻日にハケメ原体痕、外面全体風イ隣

59 SA3 ヨヨナデ/ヨ コナデ 灰 白 え白 翔 母

∞ 霊 ヨヨナ,/ヨヨナデ 橙 登 赤褐 ,灰褐 ,黒褐・灰自 綾 回包 19

ミガキ?、 ハケメ?、 丁寧なナア/ミ ガキ ? 橙 ミ 褐・茶・灰・黒 。自 内面剥離著しい、外面風化顕著、推帥 8

高郭 ヨコナス碑なヨコナス→僚rt/ミガキ?、 ヨコナデ 橙 登 赤褐・黒・乳自・透明 外面スス ?、 瀬戸内系か

63 ハケメ、ヨヨナ,′ケズリ、指頭戻 ? 燎  暗灰黄 諷褐・減虞 褐・乳自・灰自 推定脚陣 8、 瀬戸内系

64 SA9 曳 ヨヨナデ/ヨ ヨナス ハケメ 欝 鞠 黄褐・灰褐・灰白・黒 金 外面スス、推定口径256

65 ヨコナス ハケメ/ヨ ヨナアkナナメナデ 減黄橙・灰黄褐 期触とによ1噴E 赤褐 黒 乳白・透明 外面スス、推定口包 10

66 ヨコナデ ?、 ハケメ残存//ヨ ヨナデ ? 橙 tぶい黄橙 茶褐・黒・白・透明 外面錦 ス、内外面全体風化顕著

ヨコナス′サメ/ヨ コナスナナメナス都 にハケメ原個四峡 灰黄 職 茶 外面スス、刻目にハケメ原体痕、日縁部内面にスス

68 不明 タテナ/O■に暗文風ミガt/T4な ヨヨナ,,、 ヨコヘラナ,P 黒褐 児黄禍 天。自 ,乳自 鋭し刻 みの中にハケメ原体痕様の細かな横筋力現 られる

69 壼 ヨヨナ,アヨコナデ、ヨコヘラナデ? 難 雛 赤褐 灰 乳自 黒 透明 内外面風イヒ顔著、推定回径191

70 ヨコナデ、ナナメナヂ/ヨ ヨナス丁寧なヨヨナデ 離 え黄 え褐 黄褐 黒 灰自 透明 内外面全体風化顕著剰離多、推定口径191

71 ヨサスミ滑,、ナデkEPFIP?/ヨ コ′?、サメIP!、ミ滑 浅演4.にぶヤVE 黒褐・灰白 茶 茶褐 灰自 黒 内画全体風北顕者、外面下部剥誰多、推定日径157、器高218、 購 0

72 ヨコナスナナメナデ?/ヨ ヨナデ?、 ミガキ?、 ヨコナア 離 完難 赤褐・褐・灰・乳白・黒 透明 口縁部内画風化顕著、推定口径225

73 S A10 曳 ヨコナデくナデ ?/ヨ ヨナデ(指顕圧涙 糧 こぶヤ追 え・赤福 乳白・黒 ,透明 外面全体剥開監化顕著、日径■ 6

74 ハケメ?、アヽケメ、ヨヨナ//ヨ コナス指押さえ 明福阪・為灰 こぷい橙 赤褐・灰・黒 乳白 内面炭化物、胴部外面風化顕者、触 0

75 壼 ヨヨナデ?/ヨ ヨナデ? 糧 豊 渇 ,自・透明 内外面丹盗り

76 ヨヨナデ/ヨヨナデ 種 豊 濁 ,自・掲朋 内瓶 雄 り

77 S All 亮 ヨコナス ハケメ/ヨ コナス ナナメナデ? 灘 魏 獨・茶・灰・黒・透明 外面全体スス、推定口径292

78 ヨヨナスヨヨナデ?、ハケメ/ヨ ヨナスハケメ 糧 登 庖示・黒・白・透明 内面炭化物、外面スス、外面一部風化顕ま 推定回径270

第29図79 S All+10 ヨコナデ/ヨ ヨナデkナデ? 橙 重 赤褐・黒褐 黒 透明 外面全制即 瞬 、刻日にハケメ原体痕、推定口径醜 7

80 S All ハケメ、ヨヨナア(ナア/ハケメ、ヨヨナデ 浅黄橙  黄橙 これ蛇 坂螂 赤褐・灰 乳白 黒 透明 外面スス、外面一部風化顕著、内面全体風化顕者、底径71

ハケメ、ヨコナデ//ヨ ヨナデ? 離 黒褐 働 灰褐 淡黄 透明 躙 5

壷 ヨヨナス ミガキ、ナアー部残存/ヨ コナデ にぶい橙 灘 島・乳白 黒 内面陰嘲昭Υむ買著

鶴 ヨコナスミ才キ、何か丸いものの抑郵ノヨヨナス指押さえ 暗灰黄 橙 こぶい黄橙 静 自・認閉

84 ミガキ、突帯部ヨコナア/ヨ コナデ ? 翻 え褐 赤褐・金 外画全体スス、内面全体風化顕著

85 鉢 ヨヨナスアヽケメ、ミ/1/ヨ コナスタテナス指押さえ 灘 ・ 級 党ヨ酵登 噺 赤紳 黒 褐 灰 乳自 透明 推定口御 お、推定器高52、 推脚 6

86 SA12 壷 ? ヨコナア/ヨ コナデ 離 こぶい黄橙 鶴・灰褐・灰白 金 外面一部剥離

S A13 魂 ? ヨコナア/ヨ ヨナア 腕 児級 縄・黒 内面全体剥離顕着、推定口径144

88 壷 ヨコナス ミガキ/ヨ コナデ?、 指頭圧痕 曽威 月鋪 黒 ,自 ,妥朗 内外面全体風化顕者

89 SA15 16 曳 ヨコナス ハケメ/ヨ ヨナアヽ ナデ、ハケメ 灰黄 献 茶 灰 累 肝面下部スス、刻目にハケメ原体痕

90 ヨコナス 司ψ ケヽメ/ヨヨナデ 橙 E 灰・茶 ,黒・透明 口縁部内外面スス、刻目にハケメ原体痰

ヨコナス ハケメ ?、 指押さえ/ヨ ヨナデ にぶい黄橙 にぶい黄糧 茶 黒 白 外面スス

92 壼 ハケメ、ヨコナデ//ヨ ヨナア 鑢 離 黒 赤褐 透明 推定回径128

93 ヨコナデ/ヨコナデ 橙 糧 褐 黒 灰 ,自 頼戸内系

94 aI ヨヨナス 祐剤や /ヨコナス ハケメ 鑢 講 赤褐・黒・透明 驀面スス、器高67、 触 7

95 S A16 壷 ヨヨナデkハケメ/ヨ ヨナスミガキ?、ナナメナデ? 鑢 醜 灰褐・赤褐・黒褐・黒 ,金

96 ミガキ/ヨ コナデ 橙 糧 禍 ,自・透明 外面丹塗り

97 S A17 冤 コ唇ヨコナ//ハケメ?、 ヨコナア?/ヨ コナス指願痕? 鑢 にぶい黄笹 黒褐・灰自 黒・透明 外面全体メス剛即 隣

98 ヨ唇ハケメ/ヨ ヨナデ/ヨ ヨナデ 離 灰自 黒褐・赤褐 黒 米面スス

99 ナデ?、 ハケメ、ヨコナア、すア/ナデ にぶい橙 級 褐・乳白・黒・透明 琳面一部風化、朧 5

llXl ハケメ残存、ヨヨナデ/ヨ ヨナデkナナメナデ 兒碑構すにatV瑣橙 によい賞役・胡 灰 福 白・累・透明 琳面スス、内面全体炭化肋、外面全体風化、帥 4

壼 ヨヨナス
'ヽ

ケメ、ミガキ/ヨ コナスハケメ、納 赤・にぶい橙 褐灰 にぷい橙 褐 茶・灰・白・黒・透明 再外副罠化剥離、口縁部内面スス ?、 推定口径261

102 ヨコナス ミガキ/ヨ ヨナス ヨヨナデ ?、指押さえ 訥鞘静曲 こ部 黒褐・にぶ(鴻 赤褐 .灰 黒 ,乳自 透明

ltX3 ミガキ、ハケメー部残存、ナデ ?/ミ ガキ 豊,聯・船 褐灰・累 褐 茶・灰 `黒 透明 Ⅲ面ススー部尉ヒ、内面一部剥離、帥 .2

第30図 lα S A19 寛 ヨヨナアくタテナス ハケメ?/ヨ コナア 橙 種 茶・灰・黒・透明 外面全帯スス、焼成後穿孔及び未貫通孔

105 ヨヨナス ハケメ/ハケメ、ヨヨナデ にぷい黄後 灰黄褐 茶福 ,灰

1∞ ケヽメ、ヨヨナア(ナデ/ナナメナデ 天綿 灰黄褐 茶褐・灰 芍面炭化肋、推鰤 3

llJ7 ヨコナデヽハケメ/ヨ コナス指押さえ、タテナデ 慢 糧 灰・黒 再外面全体風化顕者、外面全体スス厚

108 壼 ヨコナデ ?/ミ ガキ ?、 ハケメー部残存 橙・黄橙 糧 黒 灰 す乳白 A外面全体風化顕著、推定回径173

1∞ ¬鯨ナスミ′キ司瞬序、′ウメ、ナ,カサメ、タテナデ?、ヨ」VI 黄褐・黒 明黄禍・叙 褐 茶 `灰 黒 ,透明 轄顎D嵐省73

SLl 曳 ナデ ?、 ハケメ/ヨ ヨナア、拍押さえ、ハケメ 橙 澄 赤褐・褐・灰白 ,黒・透明 外面全体口縁部内面風化顕者、推定口径解 8

SC2 ヨヨナス ハケメ/ヨ ヨナデ(指頭痕、ハケメ 壁.8VIE麟 黒 E.I事サ重厳 螺 褐 ,茶・灰 淡黄 ,孔白 金 口径翻 6、 残存器高725
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第35図 椎屋形第 1遺跡A地区 住居跡出土石器・鉄器実測図

b 屈曲せずわずかに外反するだけのもの (73)

Ⅵ類 口縁部がくの字状に大きく屈曲し、胴部径が口縁部径とほぼ同じくらいに張る (87、 ■0)。

Ⅶ類 口縁部が直立し、直下に刻目突帯を持つ (11、 29)。

大変

I類 中窪みの台形状突帯を貼 り付け、口縁直下にも台形状突帯を貼り付けたもの (111)。 口縁部

はやや起きる。

同類の突帯と思われるもの (12)。

甕底部

I類 横に張り出さずほぼ直立する。

a ほぼ平底に近いもの (74)

b 上げ底になるもの (14、 33)

Ⅱ類 横に張り出すもの。

a ほぼ平底になるもの (54、 80、 81、 100)。 54は若干厚手の底部である。

b 上げ底になるもの (15、 47、 99、 106)

壺形土器
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表 8 椎屋形第1遺跡A地区 弥生時代石器計測表

番号 種  別
ttli道構

取上番号
器 長

(cHl)

器  幅
(clll)

器
(911)厚

重 量
石  材 備 考

1 石   皿 SAl-83 29,9 4150 砂  岩

磨   石 ″ -147 167.2

砥   石 -105 2270 緑色岩類

4 玉 ″ -136 不  明

5 ク ー13 残欠か ?

磨製石鏃 ″ -119 緑色岩類

7 ″  -1

8 //  -146
久損

9 一括 未製品一部研磨痕

石 庖 丁 SA2-3 未製品

磨 製石 鏃 ― H 欠損

石   皿 SA3-113 28100 砂  岩

凹   石 ″ -65 7285
//  -40 4104

砥   石 ク ー18 349.8

-139 緑色岩類

″ -74

8 ″  -89

9 ″一NW 52.7 砂  岩

″一NW 不  明

不明石器 ″ -177 砂  岩 工具か ?敲打と研磨で成形
ク ー184 3185

磨製石鏃 ク ー155 緑色岩類

3

//  -82 2 欠損

″  -1

″ -31
1

-93 未製品 研磨痕あり
-189 17

″ -120

タ ー120

//  -108

剥   片 -96 石鏃の石材か ?

不 明 石 器 -43 研磨痕のある石器

鉄 鏃 片 一NE 11 茎部か ?

凹   石 SA4-16 6210 砂  岩

砥   石 -4 1.1 緑色岩類

不 明鉄 片 -47 1.1 銹化著しい

磨製石鏃 SA5-50 緑色岩類 欠損

石   皿 SA7-19 砂  岩

局部磨製石鏃 SA8-6 流 紋 岩

敲   石 SA9-5 砂  岩

//  -35 11760

石   皿 S A10-4 12000

″  -11

ク ー 6 29200

台   石 ″ -57 19600

凹   石 ″ -55 20780

敲   石 ″ -23 701.8

暦 製 石 鏃 ″ 一括 緑色岩類 久損

不 明石 器 ″  -58 研磨痕あり (磨製石鏃もしくは石庖丁片
凹   石 S All-1 9807 砂  岩

敲   石 S A13-括 183,7

磨 製 石 鏃 ク ー括 緑色岩類 欠損

剥   片 ク ー括 石鏃の石材か ?

台   石 S A15床中央 272 14000 砂  岩 若干の磨面あり、黒色付着物あり
鉄 器 片 S A15,16-括 鈍か ?

―-53-―



I類 鋤先状を呈すると思われるもの (16、 35、 36)。

Ⅱ類 口縁部が大きく外反し垂れ下がるもの (37)。 南九州系、鹿児島などに多く見られる。

これらI～ Ⅱ類の胴部～頸部と思われるもの (18、 38、 82、 83、 88)。

Ⅲ類 長い口縁部が朝顔状に大きく開くもの。次の 2類に細分する。

a 口縁部が水平で、頸部に一条の三角突帯を持つ (101)

b 口縁端部がわずかに立ち、口唇が軽く窪むもの (41、 60、 72、 95)

Ⅳ類 屈曲し外傾する短い口縁部を持ち、胴部中央に一条の刻目突帯が見られるもの (34)。

器壁が薄く成形され、突帯やプロポーシヨン等から中九州系の土器と思われる。

V類 強く外反する短い口縁部を持つ。2類に細分する。

a 頸部に一条の三角突帯を持つ (108)

b 突帯を持たない (48)

Ⅵ類 屈曲し外傾する短い口縁部を持つ。口縁端部は上方へわずかに立ちあがり、口唇に窪みが見ら
  め   d

れる。2類に細分する。

a 肩部に一条の突帯を有する (69)

b 突帯を持たない (71)

Ⅶ類 直線的に外傾する口縁部を持つ (92)。

Ⅷ類 長頸壺の口縁で、口縁直下に一条の三角突帯がめぐるもの (42)。

Ⅸ類 三角形に肥厚した口唇部に三条の凹線文が施される (93)。

X類 小さなM字状突帯を有する北九州系の壺で、丹塗りの75、 76、 96と 褐色を呈しミガキの見られ

る84がある。

鉢形土器

殆ど出上していない。大きくは 1類のみ。

I類 小型の椀状のもの (22、 85、 94)。

高邪                                             '   1
高杯も殆ど出上していないが、 2類に分類できる。

I類 三角透かしと凹線文の脚部を持つ (63)。 68は 一条の沈線をまたいで縦方向の刺突が施される

土器であるが、刺突の中にハケロ原体を刺突した様な横筋があり、宮崎市元村遺跡出上の瀬戸内系高イ

の不部に見られる刺突に近いものと思われ、あるいはこの類の郭部の可能性がある。

Ⅱ類 ミガキの丁寧な器面調整を施された断面三角形の脚裾部を持つ (62)。

以上、4器種について、最も多 く出上した甕形土器を 7類に、主に上坑出上の大奏 1類、甕底部 2類、

量的には少ないがバラエテイーに富む壺形土器を9類に、量の少ない鉢形土器 1類、殆ど出上しなかっ

た高イを 2類に分類 した。

3 B地区の調査

1 縄文時代の遺構 と遺物

―-54-―
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表 9 椎屋形第 1遺跡 B地区 集石遺構一覧表

構

号

遺

番

集石遺構の

礫の範囲

(cll)

上 坑 の

有無 と状況
礫の集積状況 焼 石 の 状 況

配石の有

無と状況

炭化物の

有 無 と

状  況

黒変礫の

有  無

の

無

土焼

有
備 考

85× 80 な   し ほぼ水平に集積
殆ど砂岩、数点凝灰岩、赤変し書」れたものが多い

河原石の原形のままのものもある、10clll大 が多い
な  し

礫 の下 で

検出
少 量 な  し トレンチャーです断

145× 160
略円形の皿状

深さ15cI
浅い皿状に集積

砂岩が多く凝灰岩その他が10点程混入、赤変し割れて

いるが原形のままのものも多い、10～ 15om大が多い
な  し

土坑埋 土

中
不  明 な  し トレンチャーです断

150× 140
浅い皿状

深 さ10c ll前 後
浅い皿状に集積

殆ど砂岩、数点凝灰岩、赤変しいずれも割れた状態、
10c l以 下が多い

な  し

土坑埋土中

で検出

(年代測定)

な  し な  し
トレンチヤーで寸断、
Gak7930■ 120y B P

130× 90 な し 水平に集積
殆 ど砂岩、数点凝灰岩、殆 ど赤変 し小さく割れている、

変色のない原形のものが数点、 5～ 15cll大
な  し

礫下 に少

量
少 量 な  し 尾根上に位置する

S15
おおよそ
90×90

な し 水平に集積 砂岩の割れた礫力認0個程度 な  し
礫下 に少

量
な  し な  し 図面記録なし

90× 85 な   し 水平に集積
河原石の原形を残す ものが多い、100個程度、 5～ 15

c ll大
な  し な  し 少 量 な  し

尾根上に位置、入戸火砕

流 (シ ラス)直上

100× 95+α
浅い皿状

深さ10cll前 後
浅い皿状に集積

殆ど砂岩、数点凝灰岩、割れたものが多い、原形を残

すものもある、5～ 15911大
な  し

土坑埋土中

検出

(年代測定)

少 量 な  し
トレンチヤーで寸断、
Gak8160± 120y B P

125× 105 な   し 水平に集積
砂岩、赤変し割れたものが多い、原形を保つもの少な
い、15911以 上のもの 5～ 6点、殆ど3 clll以 下

な  し な  し あ  り な  し 尾根上に位置する

100× 80

浅い皿状、

不明瞭

径60c ll程

若千 レンズ状に

集積
赤変 しヒビ割れた原形の河原石や割れた礫 な  し

土坑埋 土

中で検出
不 明 な  し

トレンチャーで寸断、図

面記録なし

100× 70+α
椀状

深さ15弧程
レンズ状に集積

殆ど砂岩、 1点凝灰岩、赤変し割れている、原形を保
つものは数点、10～ 20c ll大 の大きめの礫が多い

な  し
土坑埋 土

中で検出
不  明 な  し トレンチャーで両側破壊

S■ 1
表面に

礫が少々

平面形洋梨状 、深

さは計測値 な く不

明、径145× 85clll

土坑内にぎつ

しりと集積
赤変 した拳大以上の礫が100個以上

中央に人頭大の河原石、

周囲に拳 2個 分大の礫

を花弁状に配置

土坑埋 土

中で検出
不 明 不  明

検出時は土坑の輪郭のみ、

図面記録等なし

/1ヽ さい

30× 30
な   し

少量が 1カ 所 に

集積

殆 ど砂岩、その他数点、赤変 し割れたものや原形を保

つ ものが15個程集積、 3～ 8 cll大
な  し

礫下に少

量
あ  り な  し

尾根上に位置、シラス直

上

55× 40

程 度
な し 水平に集積 赤変 し割れた礫力MO個程度 な  し な  し な  し な  し

トレンチャーです断、図

面記録なし

65× 75 な   し 水平に集積 殆ど砂岩、割れたもの力杉多い、5～ 10c ll大

中央に20cll大 の

大きめの河原石

が 3～ 4個
少量あ り

少長の黒

色付着物
な  し

尾根上に位置する、集石

遺構の下部が残存か

80×不 明 な   し 水平に集積
砂岩、赤変 し割れている、35個程度、15c ll大 の大 きめ

の礫が 4個
な  し な  し あ  り な  し

トレンチャーで両側破壊、

図面記録なし

100× 90
浅い皿状 、不

明瞭、径80cm
水平に集積

赤変 しヒビ割れてもろいものと原形を保つ ものが半々

程度80個程度
な  し

土坑中に

多い
あ  り な  し

トレンチャーで寸断、土

坑内に礫は殆 どない、図

面記録なし

HO× 130 な   し 水平に集積 焼けた小礫が多ψ な  し 不  明 不 明 不  明 図面記録なし

■

■

ａ
Ｈ

B地区は、基本層序のⅡ層黒色上が既に耕土化されており、表上の直下にアカホヤ層が見られた。そ

こで、表土剥ぎの際にバックホーによリアカホヤ火山灰層上面に達する多数のトレンチを開けて遺構の

有無の確認を行った。その結果、何らの遺構・遺物も検出されず、また、表面採集でもアカホヤ火山灰

降灰以降の遺物は採集されていなかったため、アカホヤ火山灰層までを一挙に除去した。

調査は、時間的な制約上、露出したⅣ層に一定間隔でトレンチを入れて遺構等を確認し、検出された

箇所を中心にさらに掘り広げるという方法で実施した。出上した遺物は、時期的には早期に限られる。

(1)早期

早期の遺構・遺物は、Ⅳ層下部から下にかけて確認された。このⅣ層の下層はA地区とは異なり数層

自然層の堆積が見られず、褐色上の次に入戸火砕流 (シ ラス)層が堆積している。遺構は、このシラス

直上にも見られる。トレンチャーによる破壊は深くにまで及び、遺構は寸断された状況で検出された。
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調査の結果、集石遺構 (SI)が17基、焼石の散礫群が 1カ所確認された (第 36図 )。 集石遺構は限

られた時間の中で可能な限り図化に努めたが、本報告では紙面の都合で掲載できなかった。また、現地

での記録方法に混乱もあったためすべてを写真に記録できなかったが、集石遺構一覧表 (表 9)と 図版

とを参照していただければ幸いである。

なお、これら集石遺構のうちS13と S17か ら小炭化物を採集して参考のため炭素年代測定に出し

ている。後述の自然科学分析調査の結果を参照されたい。遺構内からの遺物の出土はまれであるが、同

集石遺構からはともに塞ノ神式上器が出土している (第37図 10。 12)。

¨¨岸

第37図

18

椎屋形第 1遺跡B地区 早期土器実測図
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表10 椎屋形第 1遺跡 B地区 縄文時代早期土器観察表

図番号
物

号

遺

番

器

記

号

土

注

番

器 種 部  位

文 様 及 び 調 整
焼 成

色 調
胎土の特徴 分 類 備   考

外  面 内  面 外  面 内  面

第37図 と 深鉢
部

部

縁

胴

日

一

口縁部は波状貝殻条痕文 、下位 は斜 め

貝殻条痕文
ヨコナデ 良好

浜黄
(25Y蕊/ )ヽ

にぶい黄

(2 5YPB/3)
I類

補惨孔 1あ り

前平式

2 188 深鉢 胴部
上位は縦方向・下位は横方向の貝殻条

痕文
ナ デ 良好

橙
(5 YR6/8)

明赤褐

(5 YR5/8)

1～ 2 mmの 自色

砂粒を多く含む
I類 前平式

3 深鉢 胴部 斜め方向の貝殻条痕文 ていねいなナデ 良好
浅黄橙
(10Y副/3)

浅黄橙

(10Y副/3)
Ⅱ類

角筒 ?

加栗山式

4 176 深鉢 胴部
斜めに貝殻条痕文 、 その上か ら縦 に貝

殻腹縁刺突文

ナデ
スス 0雪物 ?)

付着

良好
橙

(7 5YR7/6)

黒褐

(75Y恥 /1)
Ⅱ類

角筒 ?

加栗山式

5 深鉢 胴部
斜めに貝殻条痕文、 その上か ら縦 に貝

殻腹縁刺突文
縦にケズリ 良好

明黄褐 (10Y
R7/6)、 橙

(75YR7/6)

橙

(5YR7/6、
6/8)

Ⅱ類
角筒

加栗山式

7 深 鉢 胴部 貝殻腹縁刺尖文 ナデ (風化 ) 良好
にぶい黄橙

(10YR6/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

l lnH程度の砂粒

を多 く含む
Ⅱ類 吉田式

深鉢 胴部
斜めに貝殻腹縁刺突文、貝殻文間はて

いねいなナデ
ナ デ 良好

にぶい責
(2 5YP6/3)

黒褐
(2 5YR3/2)

Ⅳ須 下剥峰式

8 9 深鉢 口縁部 横方向に貝殻条痕文 ていねいなナデ 良好
淡責
(2 5YPB/3)

淡黄 (25YR
8/3)

V類 条痕支土器

9 深鉢 胴部 刺突列点文 (等間隔 ) ナデ 良好
にぶい赤褐

(5YR5/4)
灰褐 (75YR
4/2)

2 mm以 下の淡責

色粒 が 目立 つ

(やや多 く含む )

Ⅵ類

刺突列点文土器

(押型文上器と同

様な原体回転か )

深鉢 日縁部
口唇部刻み目、以下沈線文 と列点文の

組合せ
ナ デ 良好

にぶい橙

(7 5YR7/4)

にぶい橙
(7 5YR7/4)

Ⅶ類 塞ノ神式

深鉢 口縁部
口唇部刻み日、以下沈線文 と列点文の

組合せ
ナ デ 良好

橙

(7 5YR7/6)

にぶい橙 (5
YR6/4)

1～ 2 mmの 白色

粒を多く含む
Ⅶ類 塞ノ神式

S13 深鉢 胴部 画線内に撚糸文 粗いナデ 良好
にぶい橙
(7 5YR7/4)

にぶい栓 (7

5YR7/4)
Ⅶ類 塞ノ神式

134 深鉾 胴 部 撚糸文 粗いナデ 良好
にぶい橙

(5 YR6/4)

にぶい橙 (5Y
R6/4)、 黒褐

(5 YR2/1)
Ⅶ類 塞ノ神式

14 深鉢 月同部 画線内に撚糸文 ていねいなナデ 良好
橙

(7 5YR7/6)

にぶい責橙

(10YR7ノ /4)

1～ 2 mHの 白色

粒を多く含む
Ⅶ類 塞ノ和式

104 深鉢 胴部 画線内に撚糸文 ナ デ 良好
明黄褐
(10YR6/6)

橙
(5 YR6/6)

l nun程度の自色

砂粒を多く含む
Ⅶ類 塞ノ神式

6 深鉾 胴部 画線内に縄文 粗いナデ 良好
明黄褐

(10YR7//6)

にぶい黄橙

(10YR7//4)
Ⅶ類 塞ノ神式

深鉾 底部 撚糸文 粗いナデ 良好
にぶい橙

(5 YR6/4)

にぶい栓 (5
YR7/4)

Ⅶ類 塞ノ神式

鉢 口縁部
口縁端部に刻み日、縦・横方向の条痕

文

口縁端部に刻み

目、下位はナデ
良好

橙
(7評R7/6)

にぶい黄橙

(10YR7ノ /4)
Ⅷ類 番A式

深鉢
底部付

近
無文 ナ デ 良好

橙
(7 5YR7/6)

橙

(5 YR7/6)
Ⅸ類

一ｄ

■

Ч
締

望

遺物は、調査区全体の トレンチに見られた。その殆どはチップや小土器片である。分布状況は、特に

集中した箇所はなく、また、特に遺構周辺に多く見られることもなく、全体に散布しているという状況

であった。遺物は量的にはそう多くない。

土器はその主なものを図化し第37図に掲載した。前平式土器や塞ノ神式上器等が見られる。個々の上

器については、表10の早期土器観察表を参照していただきたい。また、石器は打製石鏃等が出上 してい

るが、時間の都合で割愛した。図版を参照されたい。
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4 自然科学分析調査の結果

古環境研究所

椎屋形第 1遺跡A地区のテフラ検出分析

1 はじめに

宮崎市周辺には、霧島火山や姶良カルデラなどに起源をもつテフラ (tephra)が多く堆積している。

テフラとは火山噴出物のうち溶岩流と火山ガスを除いたものの総称で、「火山砕屑 (さ いせつ)物」の

同義語である。テフラという語の方が簡単で世界的にも広く用いられていることから、最近では「テフ

ラ」がよく使われている。なお同じ様な意味をもつ用語に広義の「火山灰」という用語があるが、火山

学では径 2 rlllm以 下の粒子を指すため適当ではない。

さてテフラの中には、放始隆年代測定法や標準的な地形面さらに考古遺物との層位学的な資料などか

ら、その噴出年代が明らかになっているものがある。これらのテフラは「示標 (し ひょう)テ フラ」と

呼ばれ地質学や地形学、さらに考古学などの編年学的研究に盛んに利用されている。椎屋形第 1遺跡の

発掘調査においても火山灰土中の数層準にテフラが認められた。このことからテフラを利用した編年学

的な研究が可能と考えられた。ここでは、野外地質調査により火山灰土の層序を明らかにするとともに、

テフラ検出分析を行つて野外地質調査で確認できない示標テフラの検出を試みる。

2 層序

野外地質調査を行った時点での火山灰上の層序を図 1に示す。これらの土層の下位に、下位より褐色

火山灰土 (Ⅶ層 )、 黒褐色火山灰土 (Ⅵ層 )、 黒褐色火山灰土 (V層 )が存在する。V層の上位にある暗

褐色火山灰土 (Ⅳ層,層厚220m)か らは爪形文あるいは隆帯文土器が出土 している。さらにこの上位

に褐色火山灰土 (層厚21cm)、 黄色や橙色軽石が混じる暗褐色火山灰土 (層厚 8 cm)、 黒褐色火山灰土

(層厚15cm)、 成層した黄橙色火山灰層 (層厚22cm)、 暗褐色火山灰土 (層厚1lcm)、 黒色火山灰土 (層

厚22cm以上)と 連続している。

これらの上層のうち黄橙色火山灰層は、下部の降下軽石層 (層厚 5 cm)と 上部の細粒でガラス質の

降下火山灰層 (層厚17cln)に 区分される。軽石層に含まれる軽石の最大径は 4 11flm、 石質岩片の最大径

は 3111mである。軽石は繊維束状によく発泡している。このテフラは層相から約6,300年前に鬼界カルデ

ラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰 (K―Ah,町田・新井,1978)に同定される。

3 テフラ検出分析

(1)分析試料と方法

黄色や橙色軽石が混じる暗褐色火山灰土より下位の上層について、テフラ粒子の特徴を記載するとと

もに野外地質調査で確認できないテフラの検出を目的としてテフラ検出分析を行った。分析の対象とし

た試料は、10点である。なおⅦ層、Ⅵ層、V層については発掘調査担当者より採取、送付された試料を

対象とした。

分析の手順は、次の通りである。

1)試料10gを秤量。
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2)超音波洗浄装置により、泥分を除去。

3)80℃ で恒温乾燥。

4)実体顕微鏡下で、テフラ粒子の特徴を観察。

(2)分析結果

分析結果を表 1に示す。黄色軽石や橙色軽石が認められた試料番号 4に は、最大径1.9mmの軽石が含

まれている。軽石の発泡はあまりよくない。またV層およびⅥ層には最大径 4mm程度の橙色や黄色の

軽石が認められた。軽石の発泡はあまりよくない。スコリア (色が黒つぽい軽石)は試料番号 1、 3、

4、 5、 Ⅶ層で認められたがいずれの量も少ない。

4 考察

椎屋形第 1遺跡A地区においてテフラ検出分析を行った結果、3層準にテフラが認められた。最下位

のテフラは、爪形文土器および隆帯文土器の出土層準の下位の火山灰土 (V層およびⅥ層)中に散在す

る橙色および黄色軽石である。軽石の発泡はあまりよくない。これらの軽石は、岩相から15,750± 270y.

B.P.よ り新しく約1.0万年前より古い時代に霧島火山韓国岳から噴出した霧島一小林軽石 (Kr―K,町田

ほか,1984)に 由来する可能性が考えられる。なおKr―Kは約1.0-1.1万年前に桜島火山付近から噴出し

た桜島一薩摩テフラ (Sz―S,町田ほか,1984)の下位にあることが知られている (井村・月ヽ林,1991)。

また、爪形文および隆帯文土器の出土層準の上位にある黄色および橙色軽石は、約9,000年前に霧島

火山新燃岳から噴出したと考えられる霧島一瀬田尾軽石 (Kr― STPi井ノ上,1988,井村・月ヽ林,1991)

に由来する可能性が考えられる。なお、Kr―STP直下の腐植層からは、9,130± 830y.B,P.(GaK-15329)

の14c年
代が得られている。さらに最上位のテフラは、前述のように層相から約6,300年前に鬼界カル

デラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰 (K―Ah)に同定される。

以上のことから、爪形文土器および隆帯文土器の出土層準は、15,750± 270y.B.P.よ り新しく約1,0万年

前より古いKr―Kの上位、さらに約9,000年前のKr―STPの下位にあると考えられる。今後
14c年

代測定法

などによるKr―Kの噴出年代を明らかにするとともに、Kr―STPについて野外地質調査を行いその分布を

明らかにし、岩石記載的な特徴を孝巴握して示標テフラとしての特徴を記載する必要がある。

5 まとめ

宮崎市権屋形第 1遺跡A地区において野外地質調査とテフラ検出分析を合わせて行った結果、下位よ

り15,750± 270y.B.P.よ り新しく約1.0万年前より古い霧島一小林軽石に由来すると思われる軽石の濃集

層準、約9,000年前の霧島一瀬田尾軽石に由来すると思われる軽石の濃集層準、約6,300年前の鬼界アカ

ホヤ火山灰が検出された。これらのテフラとの層位関係より爪形文土器および隆帯文土器の出土層準は、

霧島一小林軽石と霧島一瀬田尾軽石の間の層準にあることが推定された。

一方今回の分析では、南九州地方において縄文時代草創期の重要な示標テフラとされている桜島一薩

摩テフラ (Sz―S)は検出されなかった。本地域はSz― Sの分布の北限に近いと考えられるためその検出は

難しいと考えられるものの、さらに詳細な野外地質調査と火山ガラスの形態分析など室内分析を行うこ

とにより検出が可能かもしれない。

■

電

■

Ч
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表 1 椎屋形第 1遺跡A地区のテフラ検出分析結果

スコリア

最大径         量   色 調   最大径試 料―十三~~~者一写
灰

灰

灰

灰

一

一

一

＋

十

＋

＋

一

一

一

白

自

由

＋＋

＋

＋

＋

＋

１

３

４

５

７

+ 白

黄,橙
白

++   黄,橙
+十   黄,橙
十    灰白

1.1

1.9

1.2

0.9

1.2

1.1

2.0

1,9

1.8

1.4

9

11

V層
Ⅵ層

Ⅶ層

一９

８

３

一３

３

１ + 暗灰 1.9

++++:特 に多い、+++:多 い、キ+:中程度、十 :少ない、一 :認められない、

最大径の単位は、mm。

鬼界アカホヤ火山灰
(K‐Ah)

1

霧島一瀬田尾軽石

5   (Kr‐STP)?

Eコ 軽石
Eコ 火山豆石
匡コ細粒火山灰
厖吻 黒色火山灰土

厖コ 黒褐色火山灰土

匠コ 暗褐色火山灰土

Eコ 掲色火山灰土

10]爪
形文土器・隆帯文土器の出土層準

図 1 宮崎市椎屋形第 1遺跡A地区のテフラ層序
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Ⅱ 権屋形第 1遺跡A地区出上の種実

試料は、椎屋形第 1遺跡A地区S A17の焼土付近から出上した種実である。同定の結果と記載を以下

に示す。主要なものを写真に示した (図版 1)。

試  料 分類群    学名      和  名    部位 個

S A17の焼土

hl付近出土

Casιαんops's c,spJJαια

(Thunberg)  Schottky

ツブラジイ り〔化

子葉
35

ツブラジイ 働婿ιαれops,s cttsP,あ ια(Thllnberg)Schottky 子葉

堅果から果皮、種皮のとれた子葉にあたる部分で著しく炭化したものである。長さ811mぐ らいで丸

みをおび、先端が尖る。コナラ属とシイ属の堅果の内部の子葉は、類似するが本試料は著しく小型であ

ることと丸みをおびることから、ッブラジイと同定した。数えられる試料は35個であるが、他に破片が

多数ある。

ツブラジイは関東地方以南の本州・四国・屋久島までの九州および済州島に分布する暖温帯を構成す

る主要常緑広葉樹の一つで内陸部に多い。ツブラジイは渋抜きなしで食用となる堅果類である。

Ⅲ 放射性炭素年代測定結果

椎屋形第 1遺跡B地区S13お よびS17の下部の掘込みから出上した試料について年代測定を行つ

た。その結果を次表に示す。なお、年代値は1950年 よりの年数 (BoP,)で ある。

年代値の算出には14cの
半減期としてLIBBYの半減期5570年 を使用している。また、付記した誤差は

β線の計数値の標準偏差σにもとづいて算出した年数で、標準偏差 (ONE SIGM向 に相当する年代で

ある。また、試料のβ線計数率と自然計数率の差が 2σ 以下のときは、3σ に相当する年代を下限の年

代値 (B.P.)と して表示してある。また、試料のβ線計数率と現在の標準炭素 (MODERN STAND―

ARD CARBON)についての計数率との差が 2σ 以下のときは、Modemと 表示し、σ14c%を 付記 し

てある。

椎屋形第 1遺跡B地区集石遺構出土試料の放射性炭素年代測定結果

■

Ｈ

試料h  出土地点 種 類 年 代 値 コー ドNQ

Nα  l

Nα  2

S13

S17

え化物

炭化物

7980± 120(5980 Bo C.)

8160± 120(6210B.C.)

GaK-16266

GaK-16267
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第 3節 ま とめ

椎屋形第 1遺跡では、縄文時代草倉J期・早期及び弥生時代の遺構・遺物が確認された。そこで、その

成果について若干のまとめを行いたい。

まず、縄文時代については十分な調査を行えなかったが、特に草創期の遺物は出土例も少ないため簡

単に触れておきたい。県内では既に述べたとおり宮崎市堂地西遺跡でⅣ・V類の隆帯文・爪形文土器が

纏まって出上したことがある。しかし、同遺跡ではV類が少なくⅣ類隆帯文土器が多いのに比べ椎屋形

第 1遺跡ではV類の爪形文土器が主体を占めている。現在の編年観から言えば、堂地西遺跡と椎屋形第

1遺跡とは主体となる時期に時期差力Sあ る。

椎屋形第 1遺跡の爪形文土器には、Va類とした器壁に薄く粘土帯を貼 り付けて爪形文を施したと考

えられるような土器が見られた。Ⅳ類は12の様に隆帯をわずかに離して貼 り付けたものも見られるが、

多くは隆帯が接して貼 り付けられている。この中で特に18は個々の隆帯が分かり辛いほど粘土帯が接 し

すぎている。これがさらに簡略化されるとVa類の様に粘土帯の貼 り付けとなると考え今回レイアウト

した。ただ、Ⅳ類の爪先圧痕文 (爪形文)と V類の爪形文 (爪先圧痕文)と には文様としての意識の仕

方に開きがあると思われ (Ⅳ類は指先による摘まみの結果としての爪先圧痕、V類は爪先の刺突による

爪先圧痕 )、 直ちにつながるものとは考えていない。また、V類の爪形文の施文方法としては、一見半

裁竹管状あるいはヘラ状の工具を使用したと思われるものも見られる。しかし、その断面を観察すると、

器壁側が滑らかな曲線を描き先端は鋭く尖る (平面的には先端は弧状を描く)、 そしてその外側は若干

の乱れを生じさらに外側はわずかに窪むなど指先の爪のあたりの圧痕と考えられるものが見られる。た

だ、確かに一部に判断のつかないものもある。一概にヘラ状工具の使用を否定することもできない。本

遺跡の車創期土器には外面に厚 くススが付着するものが見られた。また、磨石や台石、石斧など定住生

活を思わせる遺物や打製石鏃の多さなど縄文時代を特徴付ける遺物の出土があった一方で細石刃など旧

石器的な遺物を伴わない事等が特徴として指摘できる。

次に、弥生時代について簡単に述べたい。出土土器の時期については、現在一般に石川悦雄氏による

編年案が用いられている。先に出土土器の各器種毎の形態分類を行つたが、発形土器 I・ Ⅱ類の様に、

あるいは壺形土器 I類の様に、一部に逆L字状口縁や鋤先口縁という古い様相を示す少量の遺物はある

ものの、くの字口縁化した甕や大甕の口縁部の形態等、また、壷・高杯という特定の瀬戸内系土器の共

伴等、総体的には石川氏編年のⅣ a期 (中期末～後期初頭)あたりに位置付けられるであろう。これと

同様の状況が、宮崎市南部の堂地東遺跡や県中央部の新富町新田原遺跡等で見られるが、甕Ⅶ類が主体

を占める新田原遺跡よりはⅢ類が主体を占める堂地東遺跡の様相により近い。

今回の調査では、圃場整備の範囲内でしかも調査区外に遺構が広がるという状況はあつたが、ほぼ台

地の端部付近までは調査を行えたと考えられる。そこで遺構の分布状況を見たとき、中央には掘立柱建

物跡群と磨製石鏃等の工房的な大型竪穴住居 (SA2は主柱穴の配置の類似からSA3の ように大型の

竪穴住居になる可能性がある)が、そしてそれらの両側にやや離れて間仕切り区画を有する住居等が、

南西～東側の標高の低い方には小型の竪穴住呂あるいは厨房的な施設等が、また、西側の離れた位置に

は土墳や周溝状遺構が配置されるという計画的な土地の利用状況がうかがえよう。

う
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それぞれの遺構においては、大型住居や掘立柱建物跡の主柱の掘方に見られる立て替えや間仕切 り壁

の削平に見られる住居の拡張あるいはS A18・ 19の様に連続的な使用状況が見られる一方、SA6・ 14、

S A15・ 16の様に切り合いもあるなどある程度の住居の変遷も考えられ、これらが土器に見られる新旧

の様相とどう関係するのかの課題が残る。また、離れた位置にあった「箱式上器棺墓 (適当な名称がな

いためこう仮称する)」 は、県内での弥生時代の埋葬遺構例があまり多くない中で貴重な例となった。

この上器棺は内法が80cH翼!ら ずの長さであり、棺としては小児用と考えられる。この大甕を復元する

と小児の屈葬なら何とか埋葬できる大きさにもかかわらず破片を利用して (こ の破片も適当に割れたも

のを使用したというよりある程度計画的に割つたものを用いたと思われる程うまく利用されている)箱

式石棺状に組み合わせてあったが、この当時の墓制を知るうえで興味深い遺構であり、今後の類例が待

たれるところである。

本報告では編年資料として重要と思われる縄文草創期土器及び弥生土器の資料化に努めた。時間的に

考察に及ぶことができなかった上に石器等はかなり割愛してしまった。筆者の力不足で十分な記録がな

し得なかったことは、諸般の事情があったとは言え遺憾なことである。

なお調査期間中、いろいろとご協力戴き無理を聞いて戴いた地元の皆さん、整理期間中に草創期土器

等について種々ご教示ご助言を戴いた小林謙一、宮坂孝宏、児玉健一郎、前迫亮―の各氏をはじめとす

る研究者の方々には謝意を表するとともに筆者の能力不足故にその期待に添えられなかったことをお詫

び申し上げます。また、県文化課の岩永哲夫・飯田博之・石川悦雄・谷口武範の各氏には多大のご協力

ご助言を戴いたことを感謝申し上げます。
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第Ⅲ章 椎屋形第 2遺跡の調査

第 1節 調 査 区 の設定 と調査 の概 要

椎屋形第 2遺跡は宮崎市大字細江字椎屋形にある。遺跡は標高100m程度である。調査は、グリッド

法を用いて行った。磁北を基準とし、東西に算用数字、南北をアルファベットを用いてグリッドを設定

した。グリッドの間隔は10mである。

遺跡の調査前は畑地であったので、調査地内のほとんどがアカホャ層まで削平されていた。当初予想

された遺構は、集石遺構であった。試掘調査時に確認されていたためである。表土層を剥いだときにす

でに散石遺構が見られた。集石遺構は散石遺構の下に確認されたので、集石遺構をメインとする調査を

行った。集石遺構の数が多く調査は困難を極めた。集石遺構が終了間際になり、その下から炉穴が見つ

かり、終了予定日の延長と、経費の増額を中部農林振興局にお願いし、炉穴の調査を行うこととした。

炉穴は当初、土坑と思い調査を行ったが、幅が狭 く深いことが不自然であった。そのうちに、炉部を

検出し、ブリッジも遺存していることが半J明 したため、「連穴土坑」として扱った。

しかし、その後検討を重ねた結果、関東地方でよく使われる「炉穴」の名称を用いるのが妥当との見

解に至った。

県内でこれだけ大規模な炉穴の調査は始めてであり、集石遺構の下から炉穴が検出されることを確認

できた意義は大きい。

調査の結果、集石遺構69基、散石、炉穴23基、土坑21基、縄文時代早期の上器 。石器多数が出上した。

第 2節 調 査 の記録

1 層序 (第 39図 )

椎屋形第 2遺跡の基本土層は第39図のとおりである。

椎屋形第 2遺跡では、火山灰の分析を行い、時期決定の一助とした。分析の結果は第 3節に掲載 した

のでご一読いただきたい。

遺物包含層は第V層である。暗褐色硬質上の中に遺物が多く含まれていた。集石の掘 り込み面もこの

層である。この層の上に光沢のある粒子を含む火山灰を含む層がある。その火山灰は霧島一蒲牟田スコ

リアの可能性が考えられる。蒲牟田スコリアは層序としてはアカホャ降下後が確認されている。椎屋形

第 1遺跡で可能性が考えられた霧島一瀬田尾軽石は確認されなかった。第Ⅶ層に約15,000年前に降下し

たと考えられる小林軽石を多く含む層が確認された。この層は旧石器時代の層になるが、この層からの

遺物の出土は見られなかった。しかし、炉穴のブリッジはこの部分を意図的に使用しているようである。

この層は非常に硬 く、それを利用したものと考えられる。

遺跡の北側では、土層の堆積が悪く、早期の生活がシラスの上で営まれていた。南側に下がるにつれ

て土層の堆積は急激に厚 くなっており、そこに炉穴が構築されたものである。
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第39図 椎屋形第 2遺跡 基本土層図

Ⅵ
′
層 :黒褐色軟質土

:明黄褐色硬質土

層 :明黄褐色硬質土

I層

Ⅱ層

暗褐色軟質土

漆黒色軟質土

黄褐色硬質土

黒褐色硬質土

暗褐色硬質土

褐色硬質土

耕作上である。軟らかく粘性が少な

い。直径 2～ 311mの アカホヤ粒を

まばらに含む。

やや粘性を帯びて軟らかく、黒味の

強い層である。遺存状況は悪 く遺跡

内では部分的にしか残つていない。

プライマリーなアカホヤ層である。

ローム層である。この層の下半部に

白い粒子と光沢のある粒子を多 く含

む火山灰が混じる。

遺物包含層である。Ⅳ層よりも明る

い色をしており、Ⅵ層をブロック状

に含む。

ローム層である。粘性が高く硬い。

小さなパミスをまばらに含む。場所

によりⅦ層をブロック状に含むとこ

―ヽ

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

層

′
　

層

Ⅶ
　
Ⅶ
　
Ⅷ

ろがある。

集石掘込の埋土である。炭化粒や白いパミスをまばらに含む。粘性は弱 く

Ⅵ層に比べると黒味が強く軟らかい。

小林軽石を多く含みやや粘性を帯びている。基層はローム層である。

基本的にはⅦ層と同じローム層であるが、小林軽石をほとんど含まない。

粘性が強く明るい色のローム層である。小林軽石をまばらに含む。細かな

炭化粒をまばらに含む。

粘性が強く軟らかいローム層である。パミス、スコリアを含まない。上の

粒子は非常に細かく、柔らかな手触りである。

Ⅸ層に較べてやや色が暗く、硬い。下部に直径 1～ 2mm程度のパミスを

含む。上の粒子もⅨ層に較べて粗 くなり、ややざらつく。

(シ ラス)や や上壌化したシラス層である。5m�程度のパミスをまばら

に含む。土の粒子はX層 よりも大きくザラザラしている。粘性

は少ない。

Ⅸ層

X層

XI層

明褐色硬質土

明黄褐色軟質土

明褐色硬質土

明淡黄褐色軟質土
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2 縄文時代早期の遺構と遺物

1  土坑 (第41～第44図 )

上坑は、調査区の中央部部分に集中して分布する。C-11・ D-11グリッド付近は尾根に近い部分な

ので上の堆積状況が悪く、開墾により削平も受けているので、遺構の残りは良好ではない。

椎屋形第 2遺跡の上坑には、いくつかのタイプが存在する。

1型 :円形の上坑。 2号・42号・20号

2型 :楕円形の上坑。 1号 。3号 。11号 。12号 。15号・22号

2a:長径の短いもの

2b:長径の長いもの

3型 :隅丸方形土坑。10号 。26号

3a:大型のもの

3b:小型のもの

4型 :足場と炉部を持ち、その境界にはブリッジを持つもの。または、持っていたと思われるもの

「炉穴」という。

5型 :不定型な土坑。16号・18号

炉穴は、今までスプーン状土坑・連穴土坑と呼ばれていたものである。これまで、関東で多く見つかつ

ている炉穴と類似する事が指摘されていたが、同一のものかどうかが疑問視されていた。今回調査して、

時期的には若千の差はあるものの、形態的に同一のものと考えて良いと思われる。

本来ならば、独立して炉穴の項を設けるべきであつたが、整理の都合上土器の注記が調査時に付けた

番号で付されていたために今後の混乱を避けるため、あえて調査時に付した土坑としての番号で報告す

るものである。

第41図の土坑実測図はD-11グリッドに分布する土坑群である。D-11は調査区内でも土層の堆積の

薄い部分に当たり、遺構の残存状況は良好とは言えない。

1号土坑

長径が149cm、 短径が130cmの だ円形を呈する。東側にテラス状部分を有する。断面形はす り鉢状を

呈し、もっとも深い部位分の検出面からの深さは47cmである。

2号土坑

長径が160cm、 短径が132cmの 円形を呈する。深さは約30clnである。 1号土坑に切られている。

10号土坑

大型の方形の上坑である。長径は308cm、 短径は213cm、 深さは約20cmである。上坑内に柱穴は確認

されなかつたので土坑とした。土坑の周囲にも柱穴は確認されなかった。底面は平坦で踏みしめられて

はいなかった。

11号土坑

楕円形を呈する土坑である。長径は92cFn、 短径は50cmである。深さは約20clnで底面は細長く狭い。

12号土坑

長径は188cm、 短径は70cln、 深さは約45cmの楕円形を呈する。

■

■



十
１

第中国 雑屋影第 21連跡 士坑 .炉穴今希図
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15号土坑

長径は230cm、 短径は100cm、 深さは約36cmの精円形を呈する。東側にテラス状部分を有する。

16号土坑

不定型な土坑で長径が260cm、 短径が短いところで78cm、 長いところで176cm、 深さが約38cmである。

この土坑は形態から崩壊した炉穴の可能性も考えられたが、この場所は遺跡が営まれた当時から上の堆

積が悪く、褐色土層が薄かつたと考えられるため、炉穴を構築するために十分な深さの確保は難しかつ

たと思われる。このことから、16号土坑は炉穴の可能性は極めて薄いと考えられる。16号土坑は、12号

土坑に切られているが、10号土坑との切りあいの前後関係は把握できなかった。

第42図 はD-13グ リッドに分布する土抗群である。

3号土坑

長径は173cm、 短径は97crn、 深さは約40cm～ 約66cmの楕円形を呈する。

18号土坑

長径が334cm、 短径が234cね、深さは約30cmの不定形で大型の上坑である。中央に長径73cm、 短径66  f   a

cmの落ち込みを持つ。18号土坑は、3号・22号・42号土坑に切られている。

22号土坑

長径は122cm、 短径は74cm、 深さは約20cmの精円形を呈する。18号土坑を切つているが、 3号土坑

に切られている。

42号土坑

長径が110cm、 短径が92cm、 深さは約20cmの楕円形を呈する。

5号土坑

長径は334cm、 短径は102cm、 深さは約63cmの 長楕円形を呈する。長径の方向は北北西である。中央

部にすり鉢状の深い部分を有する。

6号土坑

長径は266cm、 短径は144cm、 深さは約38cmの 長精円形を呈する。長径の方向は北北西である。南側  屹   1
に向かつてなだらかに立ち上がる。5号土坑と6号土坑はC-10グ リッド・C-11グ リッドにかけて並

んで分布する。

7号土坑

6号土坑の東約 lmの ところに位置する。長径は246cln、 短径は138cm、 深さは約32cmの 隅丸方形を

呈する。底面は平坦である。底面にも周囲にも柱穴は確認されなかつた。長径の方向は東北東である。

8号土坑

7号土坑の約 lm北側に位置する。長径は226cm、 短径は102cm、 深さは約20cmの 隅丸方形を呈する。

長径の方向は、北北西である。南側端に長軸42cln、 短軸32cmの 落ち込みが見られる。

9号土坑

8号土坑のすぐ隣に位置する。長径方向は西で 8号土坑と直交する。長径は200cm、 短径は118cm、

深さは約20cmの隅丸方形を呈する。西側端に落ち込みを持つ。 7～ 9号土坑はC― ■グリッドに位置

し、 5号・ 6号土坑と近い。7号土坑の約 2m南側に16号土坑が分布する。

|

上
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第44図 椎屋形第 2遺跡 土坑実測図 (4)
17号土坑

C-12グリッドに位置する。長径は189cln、 短径は129cm、 深さは約15cmである。大型の隅丸方形を

呈する。すぐ脇に47号土坑がある。

19号土坑

17号土坑のすぐ北側にあり、17号土坑に切られている。長径が209cmで長径方向が東北東を向いてい

る。17号土坑の長軸方向は北北西なので 2基の上坑の長軸は直交する。2基の土坑の中に3個の柱穴が

見られるが、土坑に伴うものではないと考えられる。上坑よりも新しい時期のものと考えられる。
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20号土坑

C-6グ リッドに位置する。長径・短径共に95cmの 円形の上坑である。深さは約20cmである。す ぐ

隣に21号土坑がある。

21号土坑

長径は200cm、 短径は174cm、 深さは約38cmの精円形を呈する。長径方向は北北西で北側にテラス状

部分を有する。

2 炉穴 (第45図～第46図 )

第45図 は「炉穴」の実測図である。この炉穴は、後述する集石遺構に完全にパックされた状態で残さ

れていた。当初炉穴の存在は予想されなかったが、常々集石遺構の下には何か遺構が有るのではないか

との指摘があった。図らずもこの調査によつてその指摘は正しかったことが証明された。遺構の確認は

偶然からであった。集石遺構の掘り込みを確認中、異常に深い掘り込みを発見し、さらにそれが横方向  ぼ

に伸びはじめたことが炉穴発見の糸口となった。このため、遺構検出のために遺構の上部が

カットされることなしに遺構が検出されることとなった。遺構は23号土坑から検出された。当初ブリッ

ジや焼土は確認されておらず、深い通路状の遺構かと思われたが、同時に検出した13号・14号土坑

にブリッジが残つたこと、炉部から煙道部分に焼上が確認されたことから炉穴であることが確認された。

このとき、鹿児島県文化課の新東晃一氏ほか多くの方のご教示をいただいた。

炉穴は、大きく3つのブロックに分かれて検出された。1カ 所はヤツデ状に炉穴が集中しているE一

10。 F-10グリッドである。その隣のD-10グリッドにブリッジを持つものが 2基切り合つて検出され

た。調査区の西端のE-3グ リッドでは4基切り合って検出された。炉穴は合計24基確認された。単独

で存在するものはなく、すべて切り合つていた。埋土はどの遺構も硬く締まっており、地山のほうが軟

らかいという特徴を持つている。ブリッジは崩落したものも多いが、遺存したものもあった。この場合、

月ヽ林軽石を含む層をブリッジとしていたことが確認された。小林軽石を含む層は外の層よりも硬 く、掘

り込み面から適当な深さを持っていたためにブリッジとされたと考えられる。              霊

3号炉穴 (23号土坑 )

幅100cm、 深さ約140cmを測る。ブリッジは残つておらず、足場の先端から煙道の端まで320cmを 測

る。炉部の煙道の真下部分に焼上が見られた。

4号炉穴 (24号土坑 )

幅120cm、 長さ200cm、 深さ100cmを測る。23号土坑の足場の延長上に焼上が確認された。

5号炉穴 (25号土坑 )

幅120cm、 長さ310cm、 深さ■8cmを測る。26号土坑を切つており、その部分に焼土が見られる。

26号土坑

大型の方形の上坑で長径が280cm、 短径が200cm、 深さ80cmを 測る。上坑内に柱穴は確認されなかっ

た。上坑の周囲の柱穴は時間的余裕が無かったため未確認である。

6号炉穴 (27号土坑 )

幅75cm、 長さ210cmを測る。25号土坑の足場付近に焼上が見られる。

―-90-―
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7号炉穴 (28号土坑 )

24号土坑と27号土坑の間に焼土を伴うわずかなくぼみとして確認された。くぼみは炉部で、足場や

煙道は跡形もなく外の炉穴に切られてしまっている。

8号土坑 (29号土坑 )

幅110cmの足場だけを28号土坑の西に確認した。焼土等は遺存していなかった。

9号炉穴 (30号土坑)

30号土坑の足場と31号土坑の煙道部は切 り合つている。 30号土坑の足場は幅70cm、 深さ49cmを

測る。

10号炉穴 (31号土坑)

ブリッジがよく残つており、ブリッジの下から煙道の下にかけて焼上が遺存 していた。31号土坑の

足場は幅83cm、 長さ180cm、 煙道部は短径60cm、 幅68cmを測る。

11号炉穴 (32号土坑 )

ブリッジ部分は崩落していたがブリッジの痕跡が見られた。また、焚き口 (足場の炉部側の末端)か

ら煙道の真下まで焼上が残っていた。煙道の上部まで焼けた痕跡が見られる。足場の幅90cm、 煙道の

長径75cm、 幅67cmを 測る。足場は37号土坑の煙道端まで続 くように見えるが、ここまでの長さは330

cmを測るので37号の煙道との間にもう1基検出できなかった炉穴が隠れている可能性も否定できない。

12号炉穴 (33号土坑)

ブリッジが遺存しており、31号土坑の足場を切つている。煙道部分の短径は87cm、 幅は70cm、 足場

は32号土坑に切られている。

13号炉穴 (34号土坑 )

35号土坑の足場の途中に焼土が確認されるだけである。足場や炉部の痕跡は見られない。

14号炉穴 (35号土坑)

足場の幅93cm、 長さ120cm、 深さ96cm、 煙道部分の長径70cm、 幅65cmを測る。ブリッジは遺存 して

いなかつたが痕跡が確認された。足場に直径40cm、 深さ22cmの柱穴が 1個確認された。35号土坑から

ほぼ垂直に枝分かれしているのは36号土坑である。

15号炉穴 (36号土坑 )

足場の長さ110cm、 深さ84cm、 煙道部分の短径52cm、 幅70cmを測る。ブリッジは良 く残っており、

焚き口に底を抜いた上器が口縁部を下にして斜めに置かれていた。底部は焚き口が側に向いて傾斜して

いた。焚き口から煙道部分にかけて焼上が良く残つていた。炉穴から遺物が出土することは珍しいこと

ではないが、完形に近い土器が焚き口に据えられて出上したのはこれが始めてである。用途は不明であ

る。上器に関する記述は遺物の項で行いたい。

16号炉穴 (37号土坑)

32号土坑の足場端に煙道を持ち、焼土とわずかなブリッジ痕が確認された。足場には長径55cm、 短

径18cmの柱穴状の遺構が確認された。足場の幅80cm、 長さ130cm、 炉部の長径65cm、 短径46cmを測る。

17号炉穴 (38号土坑 )

足場の幅96cm、 長さ230cm、 深さ118cm、 煙道の長径99cm、 短径80cmを 測る。ブリッジが良好な状
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態で遺存していた。焚き口から煙道にかけて大小あわせて10個程度の石が配置されていた。焚き口側に

は高さ27cln、 幅16cmの角の九い方形の砂岩が立ててあった。この石は肉眼では赤変が認められなかっ

た。この石の周りに赤変して拳大に割れた砂岩が 5～ 6個置かれていた。煙道内にも直径20cm程度の

石を中心に4個の赤変して割れた砂岩が配置されていた。この炉穴も煙道の壁が高さ20cm程度赤変し

ていた。煙道部は焚き口部よりも5c�程度掘りくぼめられている。

19号炉穴 (40号土坑 )

時間の関係で煙道部分しか検出できなかった。煙道部分の長径65cm、 短径56cmを 測る。煙道部分に

8個、焚き口部分に 7個の扁平な石が配置されていた。石はいずれも床面からやや浮いた状態で確認さ

れた。この炉穴の足場は南側に向かって伸びていたのでこの他にも時間の都合で検出できなかった炉穴

7が存在する可能性が考えられる。

18号炉穴 (39号土坑)

40号土坑から41号土坑に通じる通路上に焼土とブリッジの痕跡が認められたものである。幅124cmを

測る。ブリッジ痕よりも焼土力Ml号土坑側にあることから、まず39号土坑が作られ廃棄されて40号土坑

の方へ拡張され、最後に41号土坑が作られたと考えられる。

20号炉穴 (41号土坑)

足場の幅は122cm、 長さ240cm、 深さ125cln、 煙道の長径89cln、 短径74cmを測る。足場に9個の石が

配してあり、中に炭化物混じりの焼上が確認された。配石付近の壁にはブリッジの痕跡は見られなかつ

た。石はどれも良く焼けて赤変している。焚き口から煙道にかけて焼上が多く確認された。ブリッジの

遺存状況は良好であつた。

1号炉穴 (13号土坑 )

3号炉穴の北に 2基切り合つて分布する。足場の幅88cm、 煙道の長径80cm、 短径76cmを測る。ブリッ

ジが遺存する。炉部の壁面が焼けている。

2号炉穴 (14号土坑 )

1号土坑に切られている。ブリッジは崩落しており痕跡が残されている。足場の幅76cm、 煙道の長

径88cm、 短径83cmを 測る。煙道内に焼上が残されていた。

21号炉穴 (43号土坑 )

E-3グ リッドに分布する炉穴群の中の 1基である。その中でも最も西側に位置している。足場の幅

86cm、 長さ136cm、 煙道部の長径74cm、 短径62cmである。煙道内に焼土が確認された。煙道は直径40

cm、 深さ10cmに わたつて掘り窪められている。煙道の壁面まで焼けている。

22号炉穴 (44号土坑 )

足場の幅80cm、 長さ124cm、 煙道の長径62cm、 短径53cmを測る。43号土坑とほぼ直交する。ブリッ

ジは良好に遺存しており、ブリッジの下面も焼けている。煙道の壁面は広い範囲で焼けている。炉部は

直径73cm、 深さ10cmに わたって掘られている。この中に焼土が入つている。

23号炉穴 (45号土坑 )

44号土坑と46号土坑の間に炉部と足場の一部だけが残された遺構である。検出時扁平な石が確認され

たが、この石は肉眼観察の結果火を受けた可能性が考えられる。しかし、断面観察を行ったところこの
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第48図 椎屋形第 2遺跡 炉穴実測図 (2)


